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(57)【要約】
【課題】
　複数の部分配光パターンが重畳された所定配光パター
ン（例えば、走行ビーム用配光パターン又はすれ違いビ
ーム用配光パターン）を形成するように構成された車両
用灯具において、少なくとも一つの部分配光パターンの
光度を変更する。
【解決手段】
　Ｎ個（但し、Ｎは２以上の自然数）の部分配光パター
ンが重畳された所定配光パターンを形成するように構成
された車両用灯具において、前記Ｎ個の部分配光パター
ンのうち少なくとも一つの部分配光パターンの光度を変
更する光度変更手段を備えた車両用灯具であることを特
徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ個（但し、Ｎは２以上の自然数）の部分配光パターンが重畳された所定配光パターン
を形成するように構成された車両用灯具において、
　前記Ｎ個の部分配光パターンのうち少なくとも一つの部分配光パターンの光度を変更す
る光度変更手段を備えた車両用灯具。
【請求項２】
　予め定められた複数の配光のうち特定の配光が、手動で又は車両に取り付けられたセン
サからの情報に基づき、自動で選択された場合、前記光度変更手段は、当該手動又は自動
で選択された特定の配光が形成されるように、前記Ｎ個の部分配光パターンのうち少なく
とも一つの部分配光パターンの光度を変更する請求項１に記載の車両用灯具。
【請求項３】
　Ｎ個（但し、Ｎは２以上の自然数）の部分配光パターンが重畳された所定配光パターン
を形成するように構成された車両用灯具において、
　前記Ｎ個の部分配光パターンに対応して設けられたＮ本の光ファイバと、
　前記Ｎ本の光ファイバに対応して設けられたＮ個のレーザー光源と、
　前記Ｎ個のレーザー光源それぞれに対応して設けられた複数の回折光学素子と、
　前記レーザー光源ごとに、当該レーザー光源に対応する前記複数の回折光学素子のいず
れかを当該レーザー光源からのレーザー光の光路中に配置するアクチュエータと、
　前記Ｎ本の光ファイバにより伝搬されるレーザー光を用いて前記所定配光パターンを形
成する灯具ユニットと、
を備えており、
　前記複数の回折光学素子は、それぞれ、前記Ｎ個のレーザー光源のうち対応するレーザ
ー光源からのレーザー光の光路中に配置された場合、当該レーザー光源からのレーザー光
を回折により相互に異なる分光比で前記Ｎ本の光ファイバそれぞれの入射端面に向けて偏
向させるように構成されており、
　前記アクチュエータは、前記Ｎ本の光ファイバのうち少なくとも一つの光ファイバの出
射端面から出射するレーザー光の出力が相対的に高くなるように、前記レーザー光源ごと
に、当該レーザー光源からのレーザー光の光路中に配置される回折光学素子を切り替える
ことで、前記Ｎ個の部分配光パターンのうち少なくとも一つの部分配光パターンの光度を
変更する車両用灯具。
【請求項４】
　予め定められた複数の配光のうち特定の配光が、手動で又は車両に取り付けられたセン
サからの情報に基づき、自動で選択された場合、前記アクチュエータは、当該手動又は自
動で選択された特定の配光が形成されるように、前記レーザー光源ごとに、当該レーザー
光源からのレーザー光の光路中に配置される回折光学素子を切り替える請求項３に記載の
車両用灯具。
【請求項５】
　前記回折光学素子は、ホログラム光学素子（ＨＯＥ）又はブレーズ型回折光学素子（Ｄ
ＯＥ）である請求項１から４のいずれか１項に記載の車両用灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両用灯具に係り、特に、複数のレーザー光源を用いた車両用灯具に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のレーザー光源を用いた車両用灯具が提案されている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
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　図３５は、特許文献１に記載の車両用灯具３０１の概略構成図である。
【０００４】
　図３５に示すように、特許文献１に記載の車両用灯具３０１は、複数のレーザー光源３
０２、複数のレーザー光源３０２に対応して設けられた複数の集光レンズ３１１及び複数
の光ファイバ３１２、レンズ３１３、反射ミラー３１４、発光部３０４（波長変換部材）
、リフレクタ３０５等を備え、各々の集光レンズ３１１で集光され、各々の光ファイバ３
１２の入射端部（入射端面）から導入され、各々の出射端部（出射端面）から出射し、レ
ンズ３１３で集光され、反射ミラー３１４で反射された複数のレーザー光源３０２からの
レーザー光により励起発光する発光部３０４（波長変換部材）を光源としている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１６２７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記構成の車両用灯具３０１においては、発光部３０４（波長変換部材
）からの光を単純にリフレクタ３０５で反射させて前方に照射する構成であるため、複数
の部分配光パターンが重畳された所定配光パターン、例えば、ホット用部分配光パターン
、これより拡散されたミッド用部分配光パターン及びこれより拡散されたワイド用部分配
光パターンが重畳された走行ビーム用配光パターンを形成することができず、しかも、車
両周囲の状況に応じて複数の部分配光パターンのうち特定の部分配光パターンの光度を変
更することができないという問題がある。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、複数の部分配光パターンが重
畳された所定配光パターン（例えば、走行ビーム用配光パターン又はすれ違いビーム用配
光パターン）を形成するように構成された車両用灯具において、少なくとも一つの部分配
光パターンの光度を変更することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、請求項１に記載の発明は、Ｎ個（但し、Ｎは２以上の自然数
）の部分配光パターンが重畳された所定配光パターンを形成するように構成された車両用
灯具において、前記Ｎ個の部分配光パターンのうち少なくとも一つの部分配光パターンの
光度を変更する光度変更手段を備えた車両用灯具であることを特徴とする。
【０００９】
　請求項１に記載の発明によれば、複数の部分配光パターンが重畳された所定配光パター
ン（例えば、走行ビーム用配光パターン又はすれ違いビーム用配光パターン）を形成する
ように構成された車両用灯具において、少なくとも一つの部分配光パターンの光度を変更
することができる。その結果、所定配光パターン（例えば、走行ビーム用配光パターン又
はすれ違いビーム用配光パターン）を、車両周囲の状況に応じた（すなわち、走行環境に
適した）ものとすることができる。
【００１０】
　これは、Ｎ個の部分配光パターンのうち少なくとも一つの部分配光パターンの光度を変
更する光度変更手段を備えたことによるものである。
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の発明において、予め定められた複数の配光
のうち特定の配光が、手動で又は車両に取り付けられたセンサからの情報に基づき、自動
で選択された場合、前記光度変更手段は、当該手動又は自動で選択された特定の配光が形
成されるように、前記Ｎ個の部分配光パターンのうち少なくとも一つの部分配光パターン
の光度を変更することを特徴とする。
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【００１２】
　請求項２に記載の発明によれば、手動又は自動で、所定配光パターン（例えば、走行ビ
ーム用配光パターン又はすれ違いビーム用配光パターン）を、車両周囲の状況に応じた（
すなわち、走行環境に適した）ものとすることができる。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、Ｎ個（但し、Ｎは２以上の自然数）の部分配光パターンが重
畳された所定配光パターンを形成するように構成された車両用灯具において、前記Ｎ個の
部分配光パターンに対応して設けられたＮ本の光ファイバと、前記Ｎ本の光ファイバに対
応して設けられたＮ個のレーザー光源と、前記Ｎ個のレーザー光源それぞれに対応して設
けられた複数の回折光学素子と、前記レーザー光源ごとに、当該レーザー光源に対応する
前記複数の回折光学素子のいずれかを当該レーザー光源からのレーザー光の光路中に配置
するアクチュエータと、前記Ｎ本の光ファイバにより伝搬されるレーザー光を用いて前記
所定配光パターンを形成する灯具ユニットと、を備えており、前記複数の回折光学素子は
、それぞれ、前記Ｎ個のレーザー光源のうち対応するレーザー光源からのレーザー光の光
路中に配置された場合、当該レーザー光源からのレーザー光を回折により相互に異なる分
光比で前記Ｎ本の光ファイバそれぞれの入射端面に向けて偏向させるように構成されてお
り、前記アクチュエータは、前記Ｎ本の光ファイバのうち少なくとも一つの光ファイバの
出射端面から出射するレーザー光の出力が相対的に高くなるように、前記レーザー光源ご
とに、当該レーザー光源からのレーザー光の光路中に配置される回折光学素子を切り替え
ることで、前記Ｎ個の部分配光パターンのうち少なくとも一つの部分配光パターンの光度
を変更する車両用灯具であることを特徴とする。
【００１４】
　請求項３に記載の発明によれば、複数の部分配光パターンが重畳された所定配光パター
ン（例えば、走行ビーム用配光パターン又はすれ違いビーム用配光パターン）を形成する
ように構成された車両用灯具において、少なくとも一つの部分配光パターンの光度を変更
することができる。その結果、所定配光パターン（例えば、走行ビーム用配光パターン又
はすれ違いビーム用配光パターン）を、車両周囲の状況に応じた（すなわち、走行環境に
適した）ものとすることができる。
【００１５】
　これは、Ｎ本の光ファイバのうち少なくとも一つの光ファイバの出射端面から出射する
レーザー光の出力が相対的に高くなるように、レーザー光源ごとに、当該レーザー光源か
らのレーザー光の光路中に配置される回折光学素子が切り替えられること、そして、その
出力が相対的に高くなったレーザー光で特定の部分配光パターンが形成されること、によ
るものである。
【００１６】
　また、請求項３に記載の発明によれば、各々のレーザー光源のレーザー光出力を変更す
ることなく（すなわち、各々のレーザー光源のレーザー光出力を一定に保ったまま）、少
なくとも一つの部分配光パターンの光度を変更することができる。
【００１７】
　これは、レーザー光源ごとに、当該レーザー光源からのレーザー光の光路中に配置され
る回折光学素子を切り替えることで、特定の部分配光パターンの光度が変更されることに
よるものである。
【００１８】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載の発明において、予め定められた複数の配光
のうち特定の配光が、手動で又は車両に取り付けられたセンサからの情報に基づき、自動
で選択された場合、前記アクチュエータは、当該手動又は自動で選択された特定の配光が
形成されるように、前記レーザー光源ごとに、当該レーザー光源からのレーザー光の光路
中に配置される回折光学素子を切り替えることを特徴とする。
【００１９】
　請求項４に記載の発明によれば、手動又は自動で、所定配光パターン（例えば、走行ビ
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ーム用配光パターン又はすれ違いビーム用配光パターン）を、車両周囲の状況に応じた（
すなわち、走行環境に適した）ものとすることができる。
【００２０】
　請求項５に記載の発明は、請求項１から４のいずれか１項に記載の発明において、前記
回折光学素子は、ホログラム光学素子（ＨＯＥ）又はブレーズ型回折光学素子（ＤＯＥ）
であることを特徴とする。
【００２１】
　請求項５に記載の発明によれば、各々のレーザー光源からのレーザー光を高効率で偏向
させることができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、複数の部分配光パターンが重畳された所定配光パターン（例えば、走
行ビーム用配光パターン又はすれ違いビーム用配光パターン）を形成するように構成され
た車両用灯具において、少なくとも一つの部分配光パターンの光度を変更することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本実施形態の結合分配器７０を用いた車両用灯具１００の概略構成図である。
【図２】（ａ）車両用灯具１００により車両前面に正対した仮想鉛直スクリーン（車両前
面から約２５ｍ前方に配置されている）上に形成される走行ビーム用配光パターンＰHiの
例、（ｂ）すれ違いビーム用配光パターンＰLoの例である。
【図３】灯具ユニット４０の概略図である。
【図４】灯具ユニット４０の斜視図である。
【図５】灯具ユニット４０の正面図である。
【図６】図５に示した灯具ユニット４０のＡ－Ａ断面図である。
【図７】図６に示した灯具ユニット４０のＡ－Ａ断面斜視図である。
【図８】１軸非共振・１軸共振タイプの光偏光器２０１の斜視図である。
【図９】（ａ）第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に電圧を印加していない状態の図
、（ｂ）電圧を印加している状態の図である。
【図１０】（ａ）第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に電圧を印加していない状態の
図、（ｂ）電圧を印加している状態の図である。
【図１１】（ａ）ミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする最大振り角を説明するための
図、（ｂ）ミラー部２０２の第２軸Ｘ２を中心とする最大振り角を説明するための図であ
る。
【図１２】（ａ）波長変換部材１８の正面図、（ｂ）上面図、（ｃ）側面図である。
【図１３】（ａ）第１軸Ｘ１を中心とするミラー部２０２の機械振れ角（半角）と、第１
圧電アクチュエータ２０３、２０４に印加される駆動電圧との関係を表すグラフ、（ｂ）
第２軸Ｘ２を中心とするミラー部２０２の機械振れ角（半角）と、第２圧電アクチュエー
タ２０５、２０６に印加される駆動電圧との関係を表すグラフである。
【図１４】各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot（のミラー部２０２の中心
）と波長変換部材１８との間の距離を同一（又は略同一）とした場合、走査領域ＡWide、
ＡMid、ＡHotのサイズを変えるために満たすべき条件等をまとめた表である。
【図１５】（ａ）図１４（ａ）に記載の「Ｌ」及び「βh_max」を説明するための図、（
ｂ）図１４（ｂ）に記載の「Ｓ」、「βv_max」及びＬを説明するための図である。
【図１６】各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot（のミラー部２０２の中心
）と波長変換部材１８との間の距離を変えた例である。
【図１７】各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotに印加される駆動電圧を同
一（又は略同一）とした場合、走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズを変えるために満
たすべき条件等をまとめた表である。
【図１８】灯具ユニット４０（変形例）の縦断面図である。



(6) JP 2016-24929 A 2016.2.8

10

20

30

40

50

【図１９】（ａ）結合分配器７０の縦断面図（概略図）、（ｂ）図１９（ａ）に示す結合
分配器７０のＡ１－Ａ１断面図である。
【図２０】半導体レーザーＬＤ（ＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）の概略斜視図である。
【図２１】（ａ）回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3の例、（ｂ）回折光学素子８０DO1-

1～８０DO1-3の他の例である。
【図２２】レーザー光ＲａｙLL1が回折光学素子８０DO1（８０DO1-1～８０DO1-3）での回
折により分光される様子を表す図である。
【図２３】光ファイバ３６Mid、３６Hot、回折光学素子８０DO1、レーザー光源７４LL1等
の関係を説明するための図である。
【図２４】回折光学素子８０DO1（８０DO1-1～８０DO1-3）での回折により形成（再生）
される輝光Ｂ1/3、Ｂ1/3、Ｂ1/3の例である。
【図２５】レーザー光ＲａｙLL2が回折光学素子８０DO2（８０DO2-1～８０DO2-3）での回
折により分光される様子を表す図である。
【図２６】回折光学素子８０DO2（８０DO2-1～８０DO2-3）での回折により形成（再生）
される輝光Ｂ1/3、Ｂ1/3、Ｂ1/3の例である。
【図２７】レーザー光ＲａｙLL3が回折光学素子８０DO3（８０DO3-1～８０DO3-3）での回
折により分光される様子を表す図である。
【図２８】回折光学素子８０DO3（８０DO3-1～８０DO3-3）での回折により形成（再生）
される輝光Ｂ1/3、Ｂ1/3、Ｂ1/3の例である。
【図２９】（ａ）ホログラム光学素子による再生の基本概念を説明するための図、（ｂ）
ブレーズ型回折光学素子として構成される回折光学素子８０DO1～８０DO3の一部拡大断面
図である。
【図３０】結合分配器７０の機能的構成を表す機能ブロック図である。
【図３１】結合分配器７０の基本動作を示すフローチャートである。
【図３２】（ａ）手動又は自動で選択された配光と、当該配光が選択された場合に用いら
れる回折光学素子８０DO1～８０DO3との関係をまとめた表、（ｂ）手動又は自動で選択さ
れた配光と、当該配光が選択された場合の分光比等との関係をまとめた表である。
【図３３】（ａ）集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotの具体例、（ｂ）集光レンズ７
８Wide、７８Mid、７８Hotに、その光軸に対して平行な光線が入射した場合に、当該光線
が集光されて、光ファイバの入射面に入射する様子を表した図、（ｃ）集光レンズ７８Wi

de、７８Mid、７８Hotに、その光軸に対して１０°傾いた光線が入射した場合に、当該光
線が集光されて、光ファイバの入射面に入射する様子を表した図である。
【図３４】変形例である車両用灯具１００Ａの概略構成図である。
【図３５】特許文献１に記載の車両用灯具３０１の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の一実施形態である結合分配器７０を用いた車両用灯具１００について、
図面を参照しながら説明する。
【００２５】
　図１は、本実施形態の結合分配器７０を用いた車両用灯具１００の概略構成図である。
【００２６】
　図１に示すように、車両用灯具１００は、結合分配器７０、ワイド用の光ファイバ３６

Wide、ミドル用の光ファイバ３６Mid、ホット用の光ファイバ３６Hot、灯具ユニット４０
等を備えている。灯具ユニット４０は、エクステンション１２とともに、アウターレンズ
１６とこれに組み付けられたハウジング２２とで構成される灯室２４内に配置されている
。なお、符号２６が示す部材は固定及び光軸調整機構である。結合分配器７０は、制御回
路２８とともに筐体３０内に収容されてモジュール化されている。
【００２７】
　光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端部は、それぞれ、結合分配器７０の光
ファイバ取付部７２Wide、７２Mid、７２Hotに取り付けられている。そして、光ファイバ



(7) JP 2016-24929 A 2016.2.8

10

20

30

40

50

３６Wide、３６Mid、３６Hotの出射端部は、それぞれ、灯具ユニット４０に取り付けられ
ている。
【００２８】
　灯具ユニット４０は、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotにより伝搬される
レーザー光を用いて図２（ａ）に示す走行ビーム用配光パターンＰHiを形成する灯具ユニ
ットとして構成されている。図２（ａ）は、車両用灯具１００により車両前面に正対した
仮想鉛直スクリーン（車両前面から約２５ｍ前方に配置されている）上に形成される走行
ビーム用配光パターンＰHiの例で、各部分配光パターンＰHi_Wide、ＰHi_Mid、ＰHi_Hot

が重畳されることで形成される。
【００２９】
　走行ビーム用配光パターンＰHiは、本発明の「Ｎ個の部分配光パターンが重畳された所
定配光パターン」に相当する。ワイド用の光ファイバ３６Wide、ミドル用の光ファイバ３
６Mid、ホット用の光ファイバ３６Hotは、本発明の「Ｎ個の部分配光パターンに対応して
設けられたＮ本の光ファイバ」に相当する。灯具ユニット４０は、本発明の「Ｎ本の光フ
ァイバにより伝搬されるレーザー光を用いて前記所定配光パターンを形成する灯具ユニッ
ト」に相当する。図１は、Ｎが３の例である。もちろん、これに限らず、Ｎは２以上の自
然数であればよい。
【００３０】
　もちろん、これに限らず、灯具ユニット４０は、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid

、３６Hotにより伝搬されるレーザー光を用いて図２（ｂ）に示すすれ違いビーム用配光
パターンＰLoを形成する灯具ユニットとして構成されていてもよい。図２（ｂ）は、すれ
違いビーム用配光パターンＰLoの例で、各部分配光パターンＰLo_Wide、ＰLo_Mid、ＰLo_

Hotが重畳されることで形成される。
【００３１】
　灯具ユニット４０は、図３～図７に示すように、３つの光ファイバ３６Wide、３６Mid

、３６Hot（出射端部）に対応して設けられた３つの光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２
０１Hot、３つの光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotに対応して設けられた３つ
の走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHot（図３参照）を含む波長変換部材１８、３つの走査領域
ＡWide、ＡMid、ＡHotそれぞれに形成される光度分布を投影して、走行ビーム用配光パタ
ーンＰHi（又はすれ違いビーム用配光パターンＰLo）を形成する光学系としての投影レン
ズ２０等を備えたいわゆるダイレクトプロジェクション型（直射型とも称される）の灯具
ユニットとして構成されている。
【００３２】
　図６に示すように、投影レンズ２０、波長変換部材１８、光偏光器２０１（２０１Wide

、２０１Mid、２０１Hot）は、この順に、車両前後方向に延びる基準軸ＡＸ（光軸とも称
される）に沿って配置されている。
【００３３】
　光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端部）は、それぞれから出射するレーザ
ー光ＲａｙWide、ＲａｙMid、ＲａｙHotが後方、かつ、基準軸ＡＸ寄りに向かうように傾
斜した姿勢で光ファイバ保持部４６に固定されて、基準軸ＡＸを取り囲むように配置され
ている。
【００３４】
　具体的には、光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端部）は、次のように光フ
ァイバ保持部４６に固定されて配置されている。
【００３５】
　光ファイバ保持部４６は、基準軸ＡＸ方向に延びる筒部４８の外周面のうち上部、下部
、左部、右部それぞれから基準軸ＡＸに対して略直交する方向に放射状に延びる延長部５
０Ｕ、５０Ｄ、５０Ｌ、５０Ｒを含んでいる（図５参照）。各々の延長部５０Ｕ、５０Ｄ
、５０Ｌ、５０Ｒの先端部は後方に向かって傾斜しており（図６参照）、各々の延長部５
０Ｕ、５０Ｄ、５０Ｌ、５０Ｒ間には、放熱部５４（放熱フィン）が配置されている（図
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５参照）。
【００３６】
　ワイド用の光ファイバ３６Wideは、図６に示すように、そのレーザー光ＲａｙWideが後
方斜め上方向に向かって進行するように傾斜した姿勢で延長部５０Ｄの先端部に固定され
ている。同様に、ミドル用の光ファイバ３６Midは、そのレーザー光ＲａｙMidが後方斜め
下方向に向かって進行するように傾斜した姿勢で延長部５０Ｕの先端部に固定されている
。同様に、ホット用の光ファイバ３６Hotは、そのレーザー光ＲａｙHotが正面視で後方斜
め右方向に向かって進行するように傾斜した姿勢で延長部５０Ｌの先端部に固定されてい
る。
【００３７】
　投影レンズ２０（レンズ２０Ａ～２０Ｄ）が固定されたレンズホルダ５６は、その後端
部が筒部４８の先端開口に螺合することで、当該筒部４８に固定されている。
【００３８】
　各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射するレーザー光Ｒ
ａｙWide、ＲａｙMid、ＲａｙHotは、各々の集光レンズ１４で集光されて（例えばコリメ
ートされて）各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot（各々のミラー部２０２
）に入射する。
【００３９】
　光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotは、例えば、ＭＥＭＳスキャナである。光
偏光器の駆動方式には大別して圧電方式、静電方式、電磁方式があるが、いずれの方式で
あってもよい。
【００４０】
　圧電方式には大別して１軸非共振・１軸共振タイプ、２軸非共振タイプ、２軸共振タイ
プがあるが、いずれの方式であってもよい。
【００４１】
　以下、圧電方式かつ１軸非共振・１軸共振タイプの光偏光器を代表して説明する。
【００４２】
　図８は、１軸非共振・１軸共振タイプの光偏光器２０１の斜視図である。
【００４３】
　図８に示すように、１軸非共振・１軸共振タイプの光偏光器２０１は、ミラー部２０２
（ＭＥＭＳミラーとも称される）と、ミラー部２０２をトーションバー２１１ａ、２１１
ｂを介して駆動する第１圧電アクチュエータ２０３、２０４と、第１圧電アクチュエータ
２０３、２０４を支持する可動枠２１２と、可動枠２１２を駆動する第２圧電アクチュエ
ータ２０５、２０６と、第２圧電アクチュエータ２０５、２０６を支持する台座２１５と
を備えている。
【００４４】
　ミラー部２０２は円形形状で、その両端から外側へ延びたトーションバー２１１ａ、２
１１ｂが連結されている。また、ミラー部２０２を囲むように、半円弧形状の第１圧電ア
クチュエータ２０３、２０４が空隙を隔てて設けられている。第１圧電アクチュエータ２
０３、２０４は、それぞれの一方の端部が一方のトーションバー２１１ａを挟んで対向し
て連結され、それぞれの他方の端部が他方のトーションバー２１１ｂを挟んで対向して連
結されている。また、第１圧電アクチュエータ２０３、２０４は、その円弧部の中心位置
の外側が、ミラー部２０２と第１圧電アクチュエータ２０３、２０４とを囲むように設け
られた可動枠２１２に連結されて支持されている。
【００４５】
　可動枠２１２は矩形形状で、トーションバー２１１ａ、２１１ｂに直交する方向の１対
の両側が、可動枠２１２を挟んで対向した第２圧電アクチュエータ２０５、２０６の先端
部にそれぞれ連結されている。また、第２圧電アクチュエータ２０５、２０６は、その基
端部が、可動枠２１２と第２圧電アクチュエータ２０５、２０６とを囲むように設けられ
た台座２１５上の支持体基端部２１４に連結されて支持されている。
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【００４６】
　第１圧電アクチュエータ２０３、２０４は、それぞれ、図９（ａ）に示すように、支持
体２０３ａ、２０４ａと下部電極２０３ｂ、２０４ｂと圧電体２０３ｃ、２０４ｃと上部
電極２０３ｄ、２０４ｄとを有する１つの圧電カンチレバーを備えている。
【００４７】
　図８に示すように、第２圧電アクチュエータ２０５、２０６は、それぞれ、６つの圧電
カンチレバー２０５Ａ～２０５Ｆ、２０６Ａ～２０６Ｆがそれぞれの端部において折り返
すように連結されて、全体として蛇腹状の圧電アクチュエータを構成している。各々の圧
電カンチレバー２０５Ａ～２０５Ｆ、２０６Ａ～２０６Ｆは、第１圧電アクチュエータ２
０３、２０４が有する圧電カンチレバーと同様の構成とされている。
【００４８】
　次に、ミラー部２０２の動作（第１軸Ｘ１周りの揺動）について説明する。
【００４９】
　図９（ａ）（ｂ）には、図８に示すＡＡ断面図が示されている。図９（ａ）は第１圧電
アクチュエータ２０３、２０４に電圧を印加していない状態を示し、図９（ｂ）は電圧を
印加している状態を示す。
【００５０】
　図９（ｂ）に示すように、第１圧電アクチュエータ２０３、２０４の上部電極２０３ｄ
、２０４ｄと下部電極２０３ｂ、２０４ｂとの間にそれぞれ互いに逆極性の電圧±Ｖｄを
印加して駆動させると、互いに逆方向に屈曲変形する。この屈曲変形により、トーション
バー２１１ｂが図９（ｂ）に示すように回転する。トーションバー２１１ａも同様である
。このトーションバー２１１ａ、２１１ｂの回転に応じてミラー部２０１が可動枠２１２
に対して第１軸Ｘ１を中心に揺動する。
【００５１】
　次に、ミラー部２０２の動作（第２軸Ｘ２周りの揺動）について説明する。
【００５２】
　図１０（ａ）は第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に電圧を印加していない状態を
示し、図１０（ｂ）は電圧を印加している状態を示す。
【００５３】
　図１０（ｂ）に示すように、第２圧電アクチュエータ２０６に電圧を印加して、可動枠
２１２側から奇数番目の圧電カンチレバー２０６Ａ、２０６Ｃ、２０６Ｅを上方向に屈曲
変形させると共に、偶数番目の圧電カンチレバー２０６Ｂ、２０６Ｄ、２０６Ｆを下方向
に屈曲変形させる。これにより、圧電アクチュエータ２０６では、各圧電カンチレバー２
０６Ａ～２０６Ｆの屈曲変形の大きさを加算した大きさの角度変位が発生する。第２圧電
アクチュエータ２０５についても同様である。この角度変位により、可動枠２１２（及び
これに保持されたミラー部２０２）が台座２１５に対して第１軸Ｘ１と直交する第２軸Ｘ
２を中心に回転する。なお、第１軸Ｘ１と第２軸Ｘ２は、ミラー部２０２の中心（重心）
において直交している。
【００５４】
　ミラー部２０２のミラー部支持体、トーションバー２１１ａ、２１１ｂ、第１圧電アク
チュエータ２０３、２０４の支持体、可動枠２１２、第２圧電アクチュエータ２０５、２
０６の支持体、台座２１５上の支持体基端部２１４は、シリコン基板を形状加工すること
により１枚の支持体として一体的に形成されている。さらに、台座２１５もシリコン基板
から形成され、シリコン基板を形状加工することにより前記１枚の支持体と一体的に形成
されている。このようにシリコン基板を形状加工する手法については、例えば、特開２０
０８－４０２４０号公報に詳細に記載されている。また、ミラー部２０２と可動枠２１２
との間には空隙が設けられ、ミラー部２０２が可動枠２１２に対して第１軸Ｘ１を中心に
所定角度まで揺動可能となっている。また、可動枠２１２と台座２１５との間には空隙が
設けられ、可動枠２１２（及びこれに支持されたミラー部２０２）が台座２１５に対して
第２軸Ｘ２を中心に所定角度まで揺動可能となっている。
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【００５５】
　光偏光器２０１は、各々の圧電アクチュエータ２０３～２０６に駆動電圧を印加するた
めの電極セット２０７、２０８を備えている。
【００５６】
　一方の電極セット２０７は、第１圧電アクチュエータ２０３に駆動電圧を印加するため
の上部電極パッド２０７ａと、第２圧電アクチュエータ２０５の先端部から奇数番目の圧
電カンチレバー２０５Ａ、２０５Ｃ、２０５Ｅに駆動電圧を印加するための第１上部電極
パッド２０７ｂと、第２圧電アクチュエータ２０５の先端部から偶数番目の圧電カンチレ
バー２０５Ｂ、２０５Ｄ、２０５Ｆに駆動電圧を印加するための第２上部電極パッド２０
７ｃと、上部電極パッド２０７ａ～２０７ｃの共通の下部電極として用いられる共通下部
電極２０７ｄとを含んでいる。
【００５７】
　同様に、他方の電極セット２０８は、第１圧電アクチュエータ２０４に駆動電圧を印加
するための上部電極パッド２０８ａと、第２圧電アクチュエータ２０６の先端部から奇数
番目の圧電カンチレバー２０６Ａ、２０６Ｃ、２０６Ｅに駆動電圧を印加するための第１
上部電極パッド２０８ｂと、第２圧電アクチュエータ２０５の先端部から偶数番目の圧電
カンチレバー２０６Ｂ、２０６Ｄ、２０６Ｆに駆動電圧を印加するための第２上部電極パ
ッド２０８ｃと、これらの３つの上部電極パッド２０８ａ～２０８ｃの共通の下部電極と
して用いられる共通下部電極２０８ｄとを含んでいる。
【００５８】
　本実施形態では、第１圧電アクチュエータ２０３に駆動電圧として第１交流電圧を印加
し、第１圧電アクチュエータ２０４に駆動電圧として第２交流電圧を印加する。第１交流
電圧と第２交流電圧とは、互いに逆位相或いは位相のずれた交流電圧（例えば正弦波）と
する。その際、トーションバー２１１ａ、２１１ｂを含むミラー部２０２の機械的な共振
周波数（第一次共振点）付近の周波数の交流電圧を印加して、第１圧電アクチュエータ２
０３、２０４を共振駆動させる。これにより、ミラー部２０２が可動枠２１２に対して第
１軸Ｘ１を中心に往復揺動し、ミラー部２０２に入射する光ファイバ３６Wide、３６Mid

、３６Hot（出射端面）からのレーザー光が第１方向（例えば水平方向）に走査される。
【００５９】
　また、第２圧電アクチュエータ２０５、２０６にそれぞれ駆動電圧として第３交流電圧
を印加する。その際、ミラー部２０２、トーションバー２１１ａ、２１１ｂ、及び第１圧
電アクチュエータ２０３、２０４を含む可動枠２１２の機械的な共振周波数（第一次共振
点）より小さい所定値以下の周波数の交流電圧を印加して、第２圧電アクチュエータ２０
５、２０６を非共振駆動させる。これにより、ミラー部２０２が台座２１５に対して第２
軸Ｘ２を中心に往復揺動し、ミラー部２０２に入射する光ファイバ３６Wide、３６Mid、
３６Hot（出射端面）からのレーザー光が第２方向（例えば垂直方向）に走査される。
【００６０】
　１軸非共振・１軸共振タイプの光偏光器２０１は、第１軸Ｘ１が鉛直面に含まれ、第２
軸Ｘ２が水平面に含まれた状態で配置されている。光偏光器２０１をこのように配置する
ことで、車両用前照灯において求められる、水平方向にワイドで垂直方向に薄い所定配光
パターン（所定配光パターンに対応する二次元像）を容易に形成（描画）することができ
る。その理由は次のとおりである。
【００６１】
　すなわち、１軸非共振・１軸共振タイプの光偏光器２０１においては、ミラー部２０２
の第２軸Ｘ２を中心とする最大振り角より、ミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする最
大振り角が大きくなる。例えば、ミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする往復揺動が共
振駆動によるものであるため、ミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする最大振り角が図
１１（ａ）に示すように１０～２０度となるのに対して、ミラー部２０２の第２軸Ｘ２を
中心とする往復揺動が非共振駆動によるものであるため、ミラー部２０２の第２軸Ｘ２を
中心とする最大振り角が図１１（ｂ）に示すように７度程度となる。その結果、１軸非共
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振・１軸共振タイプの光偏光器２０１を上記のように配置することで、車両用前照灯にお
いて求められる、水平方向にワイドで垂直方向に薄い所定配光パターン（所定配光パター
ンに対応する二次元像）を容易に形成（描画）することができる。
【００６２】
　以上のように各々の圧電アクチュエータ２０３～２０６の駆動により、ミラー部２０２
に入射する光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）からのレーザー光が二次
元的に（水平方向及び垂直方向に）走査される。
【００６３】
　上記のように構成された光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotは、それぞれ、図
７に示すように、光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端部）のうち対応する光
ファイバ（出射端面）から出射するレーザー光が各々のミラー部２０２に入射し、かつ、
各々のミラー部２０２からの反射光としてのレーザー光が走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHot

のうち対応する走査領域に向かうように、光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射
端部）より基準軸ＡＸ寄り、かつ、当該基準軸ＡＸを取り囲むように配置されている。
【００６４】
　具体的には、光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotは、次のように光偏光器保持
部５８に固定されて配置されている。
【００６５】
　光偏光器保持部５８は前方に突出した四角錐形状の前面を含んでおり、当該四角錐形状
の前面は、図７に示すように、上面５８Ｕ、下面５８Ｄ、左面５８Ｌ、右面５８Ｒ（図示
せず）により構成されている。
【００６６】
　ワイド用光偏光器２０１Wideは、そのミラー部２０２がワイド用の光ファイバ３６Wide

（出射端面）から出射するレーザー光ＲａｙWideの光路上に位置した状態で、四角錐形状
の前面のうち下面５８Ｄに傾斜した姿勢で固定されている。同様に、ミドル用光偏光器２
０１Midは、そのミラー部２０２がミドル用の光ファイバ３６Mid（出射端面）から出射す
るレーザー光ＲａｙMidの光路上に位置した状態で、四角錐形状の前面のうち上面５８Ｕ
に傾斜した姿勢で固定されている。同様に、ホット用光偏光器２０１Hotは、そのミラー
部２０２がホット用の光ファイバ３６Hot（出射端面）から出射するレーザー光ＲａｙHot

の光路上に位置した状態で、四角錐形状の前面のうち正面視で左側に配置された左面５８
Ｌに傾斜した姿勢で固定されている。
【００６７】
　各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotは、第１軸Ｘ１が鉛直面に含まれ、
第２軸Ｘ２が水平面に含まれた状態で配置されている。各々の光偏光器２０１Wide、２０
１Mid、２０１Hotをこのように配置することで、車両用前照灯において求められる、水平
方向にワイドで垂直方向に薄い所定配光パターン（所定配光パターンに対応する二次元像
）を容易に形成（描画）することができる。
【００６８】
　ワイド用光偏光器２０１Wideは、そのミラー部２０２によって水平方向及び垂直方向に
二次元的に走査されるレーザー光ＲａｙWideにより、ワイド用走査領域ＡWideに第１二次
元像を描画することで、当該ワイド用走査領域ＡWideに第１光度分布を形成する。
【００６９】
　具体的には、ＭＥＭＳ電源回路６８Wide（図３０参照）が、ＣＰＵ８８からの指示に従
い、ワイド用光偏光器２０１Wideの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に第１、第２
交流電圧を印加して当該第１圧電アクチュエータ２０３、２０４を共振駆動させることで
、ワイド用光偏光器２０１Wideのミラー部２０２を第１軸Ｘ１を中心に往復揺動させ、か
つ、ワイド用光偏光器２０１Wideの第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に第３交流電
圧を印加して当該第２圧電アクチュエータ２０５、２０６を非共振駆動させることで、ワ
イド用光偏光器２０１Wideのミラー部２０２を第２軸Ｘ２を中心に往復揺動させる。これ
により、ミラー部２０２に入射するレーザー光が二次元的に（水平方向及び垂直方向に）
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走査されて、ワイド用走査領域ＡWideに第１光度分布が形成される。
【００７０】
　ミドル用光偏光器２０１Midは、そのミラー部２０２によって水平方向及び垂直方向に
二次元的に走査されるレーザー光ＲａｙMidにより、ミドル用走査領域ＡMidに第１二次元
像の一部に重なった状態で第２二次元像を描画することで、当該ミドル用走査領域ＡMid

に第１光度分布より光度が高い第２光度分布を形成する。
【００７１】
　具体的には、ＭＥＭＳ電源回路６８Mid（図３０参照）が、ＣＰＵ８８からの指示に従
い、ミドル用光偏光器２０１Midの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に第１、第２
交流電圧を印加して当該第１圧電アクチュエータ２０３、２０４を共振駆動させることで
、ミドル用光偏光器２０１Midのミラー部２０２を第１軸Ｘ１を中心に往復揺動させ、か
つ、ミドル用光偏光器２０１Midの第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に第３交流電
圧を印加して当該第２圧電アクチュエータ２０５、２０６を非共振駆動させることで、ミ
ドル用光偏光器２０１Midのミラー部２０２を第２軸Ｘ２を中心に往復揺動させる。これ
により、ミラー部２０２に入射するレーザー光が二次元的に（水平方向及び垂直方向に）
走査されて、ミドル用走査領域ＡMidに第２光度分布が形成される。
【００７２】
　図３に示すように、ミドル用走査領域ＡMidはワイド用走査領域ＡWideより小サイズで
、かつ、ワイド用走査領域ＡWideの一部と重なっている。その結果、当該重なったミドル
用走査領域ＡMidに形成される光度分布が相対的に高くなる。
【００７３】
　ホット用光偏光器２０１Hotは、そのミラー部２０２によって水平方向及び垂直方向に
二次元的に走査されるレーザー光ＲａｙHotにより、ホット用走査領域ＡHotに第１二次元
像の一部及び第２二次元像の一部に重なった状態で第３二次元像を描画することで、当該
ホット用走査領域ＡHotに第２光度分布より光度が高い第３光度分布を形成する。
【００７４】
　具体的には、ＭＥＭＳ電源回路６８Hot（図３０参照）が、ＣＰＵ８８からの指示に従
い、ホット用光偏光器２０１Hotの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に第１、第２
交流電圧を印加して当該第１圧電アクチュエータ２０３、２０４を共振駆動させることで
、ホット用光偏光器２０１Hotのミラー部２０２を第１軸Ｘ１を中心に往復揺動させ、か
つ、ホット用光偏光器２０１Hotの第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に第３交流電
圧を印加して当該第２圧電アクチュエータ２０５、２０６を非共振駆動させることで、ホ
ット用光偏光器２０１Hotのミラー部２０２を第２軸Ｘ２を中心に往復揺動させる。これ
により、ミラー部２０２に入射するレーザー光が二次元的に（水平方向及び垂直方向に）
走査されて、ホット用走査領域ＡHotに第３光度分布が形成される。
【００７５】
　図３に示すように、ホット用走査領域ＡHotはミドル用走査領域ＡMidより小サイズで、
かつ、ミドル用走査領域ＡMidの一部と重なっている。その結果、当該重なったホット用
走査領域ＡHotに形成される光度分布が相対的に高くなる。
【００７６】
　なお、各々の走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotは、図３に例示した外形が矩形の領域に限
らず、例えば、外形が円形、楕円形又はそれ以外の各種の形状の領域であってもよい。
【００７７】
　図１２（ａ）は波長変換部材１８の正面図、図１２（ｂ）は上面図、図１２（ｃ）は側
面図である。
【００７８】
　図１２（ａ）～図１２（ｃ）に示すように、波長変換部材１８は、外形が矩形形状の板
状（例えば、水平方向の長さ：１８ｍｍ、垂直方向の長さ：９ｍｍ）の波長変換部材（蛍
光体パネルとも称される）として構成されている。
【００７９】
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　波長変換部材１８は、光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotが二次元的に（水平
方向及び垂直方向に）走査するレーザー光を受けて当該レーザー光の少なくとも一部を異
なる波長の光に変換する外形が矩形形状の板状（又は層状）の波長変換部材である。
【００８０】
　波長変換部材１８は、図６、図７に示すように、筒部４８の後端開口を閉塞する蛍光体
保持部５２に固定されている。具体的には、波長変換部材１８は、その後面１８ａの外形
に沿った周囲が蛍光体保持部５２に形成された開口５２ａ周囲に固定されており、当該開
口５２ａを覆った状態で投影レンズ２０の焦点Ｆ近傍に配置されている。
【００８１】
　例えば、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射するレー
ザー光ＲａｙWide、ＲａｙMid、ＲａｙHotが青色域のレーザー光である場合、波長変換部
材１８として青色域のレーザー光によって励起されて黄色光を発光する外形が矩形形状の
板状（又は層状）の蛍光体が用いられる。波長変換部材１８には、光偏光器２０１Wide、
２０１Mid、２０１Hotが二次元的に（水平方向及び垂直方向に）走査する青色域のレーザ
ー光により部分配光パターンＰHi_Wide、ＰHi_Hot、ＰHi_Midに対応する二次元像が白色
の像として描画される。二次元像が白色の像として描画されるのは、青色域のレーザー光
が照射された場合、波長変換部材１８は、これを透過する青色域のレーザー光と青色域の
レーザー光による発光（黄色光）との混色による白色光（疑似白色光）を放出することに
よるものである。
【００８２】
　一方、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射するレーザ
ー光ＲａｙWide、ＲａｙMid、ＲａｙHotが近紫外域のレーザー光である場合、波長変換部
材１８として近紫外域のレーザー光によって励起されて赤、緑、青の３色の光を発光する
外形が矩形形状の板状（又は層状）の蛍光体が用いられる。波長変換部材１８には、光偏
光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotが二次元的に（水平方向及び垂直方向に）走査す
る近紫外域のレーザー光により部分配光パターンＰHi_Wide、ＰHi_Hot、ＰHi_Midに対応
する二次元像が白色の像として描画される。二次元像が白色の像として描画されるのは、
近紫外域のレーザー光が照射された場合、波長変換部材１８は、近紫外域のレーザー光に
よる発光（赤、緑、青の３色の光）の混色による白色光（疑似白色光）を放出することに
よるものである。
【００８３】
　各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射するレーザー光Ｒ
ａｙWide、ＲａｙMid、ＲａｙHotは、集光レンズ１４で集光されて（例えばコリメートさ
れて）光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot（ミラー部）に入射する。
【００８４】
　投影レンズ２０は、図６、図７に示すように、像面が平面になるように収差（像面湾曲
）が補正され（かつ色収差が補正され）た４枚のレンズ２０Ａ～２０Ｄ群からなる投影レ
ンズとして構成されている。この場合、波長変換部材１８は、平板形状のものが用いられ
、像面（平面）に沿って配置される。投影レンズ２０の焦点Ｆは、波長変換部材１８近傍
に位置している。この投影レンズ２０により、一枚の凸レンズを用いる場合と比べ、走行
ビーム用配光パターンＰHiに対する収差の影響を除去することができる。また、波長変換
部材１８が平板形状であるため、波長変換部材１８が曲面形状である場合と比べ、その製
造が容易となる。さらに、波長変換部材１８が平板形状であるため、波長変換部材１８が
曲面形状である場合と比べ、二次元像の描画が容易となる。
【００８５】
　なお、投影レンズ２０は、像面が平面になるように収差（像面湾曲）が補正されていな
い１枚の非球面レンズからなる投影レンズとして構成されていてもよい。この場合、波長
変換部材１８は、像面湾曲に対応して湾曲した形状のものが用いられ、像面湾曲に沿って
配置される。
【００８６】
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　投影レンズ２０は、波長変換部材１８（３つの走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHot）に形成
される光度分布を前方に投影して、仮想鉛直スクリーン上に、走行ビーム用配光パターン
ＰHi（又はすれ違いビーム用配光パターンＰLo）を形成する。
【００８７】
　波長変換部材１８は、最大偏向角βh_max（図１５（ａ）参照）時のワイド用光偏光器
２０１Wideのミラー部２０２の中心線ＡＸ202と、最大偏向角βv_max（図１５（ｂ）参照
）時のワイド用光偏光器２０１Wideのミラー部２０２の中心線ＡＸ202との間に収まるよ
うに配置されている。すなわち、波長変換部材１８は、次の二つの式１、式２を満たすよ
うに配置されている。
【００８８】
　ｔａｎ（βh_max）≧Ｌ／ｄ　・・・（式１）
　ｔａｎ（βv_max）≧Ｓ／ｄ　・・・（式２）
　但し、Ｌは波長変換部材１８の水平方向長さの１／２、Ｓは波長変換部材１８の垂直方
向長さの１／２である。
【００８９】
　次に、走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）
を調整する手法について説明する。
【００９０】
　走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）は、各
々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot（のミラー部２０２の中心）と波長変換
部材１８との間の距離を同一（又は略同一）とした場合（図５、図６参照）、第１圧電ア
クチュエータ２０３、２０４に印加する第１交流電圧、第２交流電圧、第２圧電アクチュ
エータ２０５、２０６に印加する第３交流電圧を変え、各々の光偏光器２０１Wide、２０
１Mid、２０１Hotのミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする揺動範囲及び第２軸Ｘ２を
中心とする揺動範囲を変えることで調整することができる。その理由は次のとおりである
。
【００９１】
　すなわち、光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotにおいては、図１３（ａ）に示
すように、第１軸Ｘ１を中心とするミラー部２０２の機械振れ角（半角。縦軸参照）は、
第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に印加される駆動電圧（横軸参照）が増加するに
従って増加する。また、図１３（ｂ）に示すように、第２軸Ｘ２を中心とするミラー部２
０２の機械振れ角（半角。縦軸参照）も、第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に印加
される駆動電圧（横軸参照）が増加するに従って増加する。
【００９２】
　したがって、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot（のミラー部２０２の
中心）と波長変換部材１８との間の距離を同一（又は略同一）とした場合（図５、図６参
照）、第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に印加する第１交流電圧、第２交流電圧、
第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に印加する第３交流電圧を変え、各々の光偏光器
２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotのミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする揺動範囲
及び第２軸Ｘ２を中心とする揺動範囲を変えることで、走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotの
サイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）を調整することができる。
【００９３】
　次に、具体的な調整例について説明する。以下の説明では、各々の光偏光器２０１Wide

、２０１Mid、２０１Hot（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離が
同一（例えば、図１５（ａ）、図１５（ｂ）中のｄ＝２４．０ｍｍ）で、投影レンズ２０
の焦点距離が３２ｍｍであるものとする。
【００９４】
　例えば、図１４（ａ）中の「ＷＩＤＥ」の行に示すように、ワイド用光偏光器２０１Wi

deの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に駆動電圧として５．４１Ｖppを印加すると
、第１軸Ｘ１を中心とする機械振れ角（半角：γh_max）、最大偏向角（半角：βh_max）
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がそれぞれ、±９．８度、±１９．７度となる。この場合、ワイド用走査領域ＡWideのサ
イズ（水平方向の長さ）が、±８．５７ｍｍに調整される。
【００９５】
　なお、図１４（ａ）に記載の「Ｌ」及び「βh_max」は、図１５（ａ）に示す距離及び
角度を表している。なお、図１４（ａ）等に記載の「ミラー機械半角」（機械半角とも称
される）は、ミラー部２０２が実際に動いた角度のことで、ミラー部２０２の法線方向か
らのなす角でプラスマイナスで表している。一方、図１４（ａ）等に記載の「ミラーの偏
向角度」（光学半角とも称される）は、ミラー部で反射したレーザー光（光線）とミラー
部２０２の法線方向とのなす角のことで、こちらもミラー部２０２の法線方向からプラス
マイナスで表している。フレネルの法則により光学半角は機械半角の２倍となる。
【００９６】
　また、図１４（ｂ）中の「ＷＩＤＥ」の行に示すように、ワイド用光偏光器２０１Wide

の第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に駆動電圧として４１．２Ｖppを印加すると、
第１軸Ｘ１を中心とする機械振れ角（半角：γv_max）、最大偏向角（半角：βv_max）が
それぞれ、±４．３度、±８．６度となる。この場合、ワイド用走査領域ＡWideのサイズ
（垂直方向の長さ）が、±３．６５ｍｍに調整される。
【００９７】
　なお、図１４（ｂ）に記載の「Ｓ」及び「βv_max」は、図１５（ｂ）に示す距離及び
角度を表している。
【００９８】
　以上のように、ワイド用光偏光器２０１Wideの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４
に駆動電圧（第１交流電圧、第２交流電圧）として５．４１Ｖppを印加し、第２圧電アク
チュエータ２０５、２０６に駆動電圧（第３交流電圧）として４１．２Ｖppを印加し、ワ
イド用光偏光器２０１Wideのミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする揺動範囲及び第２
軸Ｘ２を中心とする揺動範囲を変えることで、ワイド用走査領域ＡWideのサイズ（水平方
向の長さ及び垂直方向の長さ）を、水平方向が±８．５７ｍｍ、垂直方向が±３．６５ｍ
ｍの矩形に調整することができる。
【００９９】
　このワイド用走査領域ＡWideに形成される光度分布は投影レンズ２０によって前方に投
影されることで、仮想鉛直スクリーン上に水平方向±１５度、垂直方向±６．５度の矩形
のワイド用の部分配光パターンＰHi_Wideを形成する。
【０１００】
　一方、図１４（ａ）中の「ＭＩＤ」の行に示すように、ミドル用光偏光器２０１Midの
第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に駆動電圧として２．３１Ｖppを印加すると、第
１軸Ｘ１を中心とする機械振れ角（半角：γh_max）、最大偏向角（半角：βh_max）がそ
れぞれ、±５．３度、±１１．３度となる。この場合、ミドル用走査領域ＡMidのサイズ
（水平方向の長さ）が、±４．７８ｍｍに調整される。
【０１０１】
　また、図１４（ｂ）中の「ＭＩＤ」の行に示すように、ミドル用光偏光器２０１Midの
第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に駆動電圧として２４．４Ｖppを印加すると、第
１軸Ｘ１を中心とする機械振れ角（半角：γv_max）、最大偏向角（半角：βv_max）がそ
れぞれ、±２．３度、±４．７度となる。この場合、ミドル用走査領域ＡMidのサイズ（
垂直方向の長さ）が、±１．９６ｍｍに調整される。
【０１０２】
　以上のように、ミドル用光偏光器２０１Midの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４
に駆動電圧（第１交流電圧、第２交流電圧）として２．３１Ｖppを印加し、第２圧電アク
チュエータ２０５、２０６に駆動電圧（第３交流電圧）として２４．４Ｖppを印加し、ミ
ドル用光偏光器２０１Midのミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする揺動範囲及び第２
軸Ｘ２を中心とする揺動範囲を変えることで、ミドル用走査領域ＡMidのサイズ（水平方
向の長さ及び垂直方向の長さ）を、水平方向が±４．７８ｍｍ、垂直方向が±１．９６ｍ
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ｍの矩形に調整することができる。
【０１０３】
　このミドル用走査領域ＡMidに形成される光度分布は投影レンズ２０によって前方に投
影されることで、仮想鉛直スクリーン上に水平方向±８．５度、垂直方向±３．５度の矩
形のミドル用の部分配光パターンＰHi_Midを形成する。
【０１０４】
　一方、図１４（ａ）中の「ＨＯＴ」の行に示すように、ホット用光偏光器２０１Hotの
第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に駆動電圧として０．９３Ｖppを印加すると、第
１軸Ｘ１を中心とする機械振れ角（半角：γh_max）、最大偏向角（半角：βh_max）がそ
れぞれ、±２．３度、±４．７度となる。この場合、ホット用走査領域ＡHotのサイズ（
水平方向の長さ）が、±１．９６ｍｍに調整される。
【０１０５】
　また、図１４（ｂ）中の「ＨＯＴ」の行に示すように、ホット用光偏光器２０１Hotの
第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に駆動電圧として１３．３Ｖppを印加すると、第
１軸Ｘ１を中心とする機械振れ角（半角：γv_max）、最大偏向角（半角：βv_max）がそ
れぞれ、±１．０度、±２．０度となる。この場合、ホット用走査領域ＡHotのサイズ（
垂直方向の長さ）が、±０．８４ｍｍに調整される。
【０１０６】
　以上のように、ホット用光偏光器２０１Hotの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４
に駆動電圧（第１交流電圧、第２交流電圧）として０．９３Ｖppを印加し、第２圧電アク
チュエータ２０５、２０６に駆動電圧（第３交流電圧）として１３．３Ｖppを印加し、ホ
ット用光偏光器２０１Hotのミラー部２０２の第１軸Ｘ１を中心とする揺動範囲及び第２
軸Ｘ２を中心とする揺動範囲を変えることで、ホット用走査領域ＡHotのサイズ（水平方
向の長さ及び垂直方向の長さ）を、水平方向が±１．９６ｍｍ、垂直方向が±０．８４ｍ
ｍの矩形に調整することができる。
【０１０７】
　このホット用走査領域ＡHotに形成される光度分布は投影レンズ２０によって前方に投
影されることで、仮想鉛直スクリーン上に水平方向±３．５度、垂直方向±１．５度の矩
形のホット用の部分配光パターンＰHi_Hotを形成する。
【０１０８】
　以上のように、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot（のミラー部２０２
の中心）と波長変換部材１８との間の距離を同一（又は略同一）とした場合（図５、図６
参照）、第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に印加する駆動電圧（第１交流電圧、第
２交流電圧）、第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に印加する駆動電圧（第３交流電
圧）を変え、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotのミラー部２０２の第１
軸Ｘ１を中心とする揺動範囲及び第２軸Ｘ２を中心とする揺動範囲を変えることで、走査
領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）を調整するこ
とができる。
【０１０９】
　次に、走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）
を調整する別の手法について説明する。
【０１１０】
　走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）は、各
々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotに印加される駆動電圧を同一（又は略同
一）とした場合、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot（のミラー部２０２
の中心）と波長変換部材１８との間の距離を変える（例えば、図１６参照）ことで調整す
ることができる。
【０１１１】
　次に、具体的な調整例について説明する。以下の説明では、各々の光偏光器２０１Wide

、２０１Mid、２０１Hotに印加される駆動電圧が同一で、投影レンズ２０の焦点距離が３
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２ｍｍであるものとする。
【０１１２】
　例えば、図１７（ａ）中の「ＷＩＤＥ」の行に示すように、ワイド用光偏光器２０１Wi

de（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離を２４．０ｍｍとし、当
該ワイド用光偏光器２０１Wideの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に駆動電圧とし
て５．４１Ｖppを印加すると、第１軸Ｘ１を中心とする機械振れ角（半角：γh_max）、
最大偏向角（半角：βh_max）がそれぞれ、±９．８度、±１９．７度となる。この場合
、ワイド用走査領域ＡWideのサイズ（水平方向の長さ）が、±８．５７ｍｍに調整される
。
【０１１３】
　なお、図１７（ａ）に記載の「Ｌ」、「βh_max」及び「ｄ」は、図１５（ａ）に示す
距離及び角度を表している。
【０１１４】
　また、図１７（ｂ）中の「ＷＩＤＥ」の行に示すように、ワイド用光偏光器２０１Wide

（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離を２４．０ｍｍとし、当該
ワイド用光偏光器２０１Wideの第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に駆動電圧として
４１．２Ｖppを印加すると、第１軸Ｘ１を中心とする機械振れ角（半角：γv_max）、最
大偏向角（半角：βv_max）がそれぞれ、±４．３度、±８．６度となる。この場合、ワ
イド用走査領域ＡWideのサイズ（垂直方向の長さ）が、±３．６５ｍｍに調整される。
【０１１５】
　なお、図１７（ｂ）に記載の「Ｓ」、「βv_max」及び「ｄ」は、図１５（ｂ）に示す
距離及び角度を表している。
【０１１６】
　以上のように、ワイド用光偏光器２０１Wide（のミラー部２０２の中心）と波長変換部
材１８との間の距離を２４．０ｍｍとすることで、ワイド用走査領域ＡWideのサイズ（水
平方向の長さ及び垂直方向の長さ）を、水平方向が±８．５７ｍｍ、垂直方向が±３．６
５ｍｍの矩形に調整することができる。
【０１１７】
　このワイド用走査領域ＡWideに形成される光度分布は投影レンズ２０によって前方に投
影されることで、仮想鉛直スクリーン上に水平方向±１５度、垂直方向±６．５度の矩形
のワイド用の部分配光パターンＰHi_Wideを形成する。
【０１１８】
　一方、図１７（ａ）中の「ＭＩＤ」の行に示すように、ミドル用光偏光器２０１Mid（
のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離を１３．４ｍｍとし、当該ミ
ドル用光偏光器２０１Midの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に駆動電圧としてワ
イド用光偏光器２０１Wideの場合と同様、５．４１Ｖppを印加すると、第１軸Ｘ１を中心
とする機械振れ角（半角：γh_max）、最大偏向角（半角：βh_max）がそれぞれ、ワイド
用光偏光器２０１wideの場合と同様、±９．８度、±１９．７度となる。しかし、ミドル
用光偏光器２０１Mid（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離（１
３．４ｍｍ）がワイド用光偏光器２０１Wide（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材
１８との間の距離（２４．０ｍｍ）より短いため、ミドル用走査領域ＡMidのサイズ（水
平方向の長さ）が、±４．７８ｍｍに調整される。
【０１１９】
　また、図１７（ｂ）中の「ＭＩＤ」の行に示すように、ミドル用光偏光器２０１Mid（
のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離を１３．４ｍｍとし、当該ミ
ドル用光偏光器２０１Midの第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に駆動電圧としてワ
イド用光偏光器２０１Wideの場合と同様、４１．２Ｖppを印加すると、第１軸Ｘ１を中心
とする機械振れ角（半角：γv_max）、最大偏向角（半角：βv_max）がそれぞれ、ワイド
用光偏光器２０１Wideの場合と同様、±４．３度、±８．６度となる。しかし、ミドル用
光偏光器２０１Mid（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離（１３
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．４ｍｍ）がワイド用光偏光器２０１Wide（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１
８との間の距離（２４．０ｍｍ）より短いため、ミドル用走査領域ＡMidのサイズ（垂直
方向の長さ）が、±１．９６ｍｍに調整される。
【０１２０】
　以上のように、ミドル用光偏光器２０１Mid（のミラー部２０２の中心）と波長変換部
材１８との間の距離を１３．４ｍｍとすることで、ミドル用走査領域ＡMidのサイズ（水
平方向の長さ及び垂直方向の長さ）を、水平方向が±４．７８ｍｍ、垂直方向が±１．９
６ｍｍの矩形に調整することができる。
【０１２１】
　このミドル用走査領域ＡMidに形成される光度分布は投影レンズ２０によって前方に投
影されることで、仮想鉛直スクリーン上に水平方向±８．５度、垂直方向±３．６度の矩
形のミッド用の部分配光パターンＰHi_Midを形成する。
【０１２２】
　一方、図１７（ａ）中の「ＨＯＴ」の行に示すように、ホット用光偏光器２０１Hot（
のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離を５．５ｍｍとし、当該ホッ
ト用光偏光器２０１Hotの第１圧電アクチュエータ２０３、２０４に駆動電圧としてワイ
ド用光偏光器２０１Wideの場合と同様、５．４１Ｖppを印加すると、第１軸Ｘ１を中心と
する機械振れ角（半角：γh_max）、最大偏向角（半角：βh_max）がそれぞれ、ワイド用
光偏光器２０１Wideの場合と同様、±９．８度、±１９．７度となる。しかし、ホット用
光偏光器２０１Hot（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離（５．
５ｍｍ）がミドル用光偏光器２０１Mid（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８
との間の距離（１３．４ｍｍ）より短いため、ホット用走査領域ＡHotのサイズ（水平方
向の長さ）が、±１．９６ｍｍに調整される。
【０１２３】
　また、図１７（ｂ）中の「ＨＯＴ」の行に示すように、ホット用光偏光器２０１Hot（
のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離を５．５ｍｍとし、当該ホッ
ト用光偏光器２０１Hotの第２圧電アクチュエータ２０５、２０６に駆動電圧としてワイ
ド用光偏光器２０１Wideの場合と同様、４１．２Ｖppを印加すると、第１軸Ｘ１を中心と
する機械振れ角（半角：γv_max）、最大偏向角（半角：βv_max）がそれぞれ、ワイド用
光偏光器２０１Wideの場合と同様、±４．３度、±８．６度となる。しかし、ホット用光
偏光器２０１Hot（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離（５．５
ｍｍ）がミドル用光偏光器２０１Mid（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８と
の間の距離（１３．４ｍｍ）より短いため、ホット用走査領域ＡHotのサイズ（垂直方向
の長さ）が、±０．８４ｍｍに調整される。
【０１２４】
　以上のように、ホット用光偏光器２０１Hot（のミラー部２０２の中心）と波長変換部
材１８との間の距離を５．５ｍｍとすることで、ホット用走査領域ＡHotのサイズ（水平
方向の長さ及び垂直方向の長さ）を、水平方向が±１．９６ｍｍ、垂直方向が±０．８４
ｍｍの矩形に調整することができる。
【０１２５】
　このホット用走査領域ＡHotに形成される光度分布は投影レンズ２０によって前方に投
影されることで、仮想鉛直スクリーン上に水平方向±３．５度、垂直方向±１．５度の矩
形のホット用の部分配光パターンＰHi_Hotを形成する。
【０１２６】
　以上のように、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotに印加される駆動電
圧を同一（又は略同一）とした場合、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot

（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離を変えることで、走査領域
ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）を調整することが
できる。
【０１２７】
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　なお、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotの第１圧電アクチュエータ２
０３、２０４に印加される第１交流電圧、第２交流電圧をフィードバック制御する場合、
各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotに印加される駆動電圧を完全に同一と
はならないが、この場合であっても、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hot

（のミラー部２０２の中心）と波長変換部材１８との間の距離を変えることで、各々の走
査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）を調整する
ことができる。
【０１２８】
　次に、走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）
を調整する別の手法について説明する。
【０１２９】
　走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotのサイズ（水平方向の長さ及び垂直方向の長さ）は、図
１８に示すように、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端部）と各々の
２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotとの間（又は、各々の光偏光器２０１Wide、２０１Mi

d、２０１Hotと波長変換部材１８との間）にレンズ６６（例えば、焦点距離が異なるレン
ズ）を配置することによって調整することも考えられる。
【０１３０】
　図１９（ａ）は結合分配器７０の縦断面図（概略図）、図１９（ｂ）は図１９（ａ）に
示す結合分配器７０のＡ１－Ａ１断面図である。
【０１３１】
　図１９（ａ）、図１９（ｂ）に示すように、本実施形態の結合分配器７０は、光ファイ
バ３６Wide、３６Mid、３６Hot（入射端部）が取り付けられる光ファイバ取付部７２Wide

、７２Mid、７２Hot、第１～第３レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3、第１～第３
コリメートレンズ７６LL1、７６LL2、７６LL3、第１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid

、７８Hot、複数の回折光学素子８０DO1、８０DO2、８０DO3、アクチュエータ（図示せず
）等を備えている。
【０１３２】
　第１～第３レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3は、本発明の「Ｎ本の光ファイバ
に対応して設けられたＮ個のレーザー光源」に相当する。複数の回折光学素子８０DO1、
８０DO2、８０DO3は、本発明の「Ｎ個のレーザー光源それぞれに対応して設けられた複数
の回折光学素子」に相当する。図１９（ａ）は、Ｎが３の例である。もちろん、これに限
らず、Ｎ２は３以上の自然数であればよい。
【０１３３】
　光ファイバ取付部７２Wide、７２Mid、７２Hotは、筐体８２の前面に固定されている。
第１～第２集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotは、光ファイバ取付部７２Wide、７２

Mid、７２Hotの後方近傍に配置されている。
【０１３４】
　第１～第３レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3及び第１～第３コリメートレンズ
７６LL1、７６LL2、７６LL3は、筐体８２の後面に取り付けられた、放熱板８４ａ（放熱
フィン）を含む筐体放熱部８４に固定されている。具体的には、第１レーザー光源７４LL

1及び第１コリメートレンズ７６LL1は、筐体放熱部８４に形成された第１基準軸ＡＸ１方
向に延びる第１貫通穴Ｈ１内部に挿入された状態で当該筐体放熱部８４に固定されている
。同様に、第２レーザー光源７４LL2及び第２コリメートレンズ７６LL2は、筐体放熱部８
４に形成された第２基準軸ＡＸ２方向に延びる第２貫通穴Ｈ２内部に挿入された状態で当
該筐体放熱部８４に固定されている。同様に、第３レーザー光源７４LL3及び第３コリメ
ートレンズ７６LL3は、筐体放熱部８４に形成された第３基準軸ＡＸ３方向に延びる第３
貫通穴Ｈ３内部に挿入された状態で当該筐体放熱部８４に固定されている。
【０１３５】
　第１～第３レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3は、それぞれ、キャップ内に収容
された半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3やモニタ用のフォトダイオード等のＬ



(20) JP 2016-24929 A 2016.2.8

10

20

30

40

50

Ｄ出力モニタＰＤLL1、ＰＤLL2、ＰＤLL3を備えている。
【０１３６】
　図２０は、半導体レーザーＬＤ（ＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）の概略斜視図である。
【０１３７】
　図２０に示すように、半導体レーザーＬＤは、電界成分が接合面Ａ（活性領域）に対し
て平行なＴＥモードのレーザー光（直線偏光）を放出する半導体発光素子（レーザーダイ
オード）である。半導体レーザーは、電界成分が接合面Ａ（活性領域）に対して垂直なＴ
Ｍモードのレーザー光も放出するが、利得の大きなＴＥモードのレーザー光が支配的とな
っている。半導体レーザーＬＤの発光波長は青色域（例えば４５０ｎｍ）である。なお、
近紫外域（例えば４０５ｎｍ）であってもよい。
【０１３８】
　レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3は、図１９（ａ）に示すように、縦一列では
なく、基準軸ＡＸ１～ＡＸ３方向に分散した形態で配置されている。このように分散した
形態で配置することで、例えば、縦一列に密集した形態で配置する場合と比べ、放熱性を
高めることができる。
【０１３９】
　第１回折光学素子８０DO1は、複数の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3を含んでいる
。
【０１４０】
　各々の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3は、図２１（ａ）に示すように、第１コリメ
ートレンズ７６LL1でコリメートされた第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光Ｒａｙ

LL1の光路（又は基準軸ＡＸ１）に沿って配置されていてもよいし、図２１（ｂ）に示す
ように、回転板８６に固定された状態で配置されていてもよい。もちろん、これ以外の形
態で配置されていてもよい。なお、図２１（ｂ）中の符号Ｓが示す箇所は、円形の開口で
ある。なお、符号Ｓが示す円形の開口は省略してもよい。
【０１４１】
　各々の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3は、ソレノイド等のアクチュエータ（図示せ
ず）により、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートされた第１レーザー光源７４LL1

からのレーザー光ＲａｙLL1の光路中又は光路外に配置される。
【０１４２】
　各々の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3は、これが回転板８６に固定されている場合
、当該回転板８６がソレノイド等のアクチュエータ（図示せず）により回転・停止される
ことで、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートされた第１レーザー光源７４LL1から
のレーザー光ＲａｙLL1の光路中又は光路外に配置される。
【０１４３】
　各々の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3は、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメ
ートされた第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1の光路中に配置された場
合、図２２に示すように、当該第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートされた第１レ
ーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1を、回折により相互に異なる割合（分光比
）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第１～第３集
光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させる。これを実現するため、各々
の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3は、ホログラム光学素子（ＨＯＥ：holographic op
tical elements）として構成されている。もちろん、これに限らず、各々の回折光学素子
８０DO1-1～８０DO1-3は、ブレーズ型回折光学素子（ＤＯＥ:Diffractive Optical Eleme
nts）として構成されていてもよい。
【０１４４】
　具体的には、次のように構成されている。
【０１４５】
　回折光学素子８０DO1-1は、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートされた第１レー
ザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1を、回折により１／３：１／３：１／３の割
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合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
子として構成されている。
【０１４６】
　具体的には、回折光学素子８０DO1-1は、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートさ
れた第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1を参照光とした場合、再生光が
１／３：１／３：１／３の割合（分光比）で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、
各々の光取り込み角θの範囲内に図２４に示す輝光Ｂ1/3、Ｂ1/3、Ｂ1/3を再生するホロ
グラム光学素子として構成されている。
【０１４７】
　回折光学素子８０DO1-2は、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートされた第１レー
ザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1を、回折により１／２：１／４：１／４の割
合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
子として構成されている。すなわち、回折光学素子８０DO1-2は、分光比が相違する以外
、回折光学素子８０DO1-1と同様に構成されている。
【０１４８】
　具体的には、回折光学素子８０DO1-2は、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートさ
れた第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1を参照光とした場合、再生光が
１／２：１／４：１／４の割合（分光比）で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、
各々の光取り込み角θの範囲内に図２４に示すのと同様の輝光Ｂ1/2、Ｂ1/4、Ｂ1/4を再
生するホログラム光学素子として構成されている。
【０１４９】
　回折光学素子８０DO1-3は、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートされた第１レー
ザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1を、回折により１／４：１／４：１／２の割
合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
子として構成されている。すなわち、回折光学素子８０DO1-3は、分光比が相違する以外
、回折光学素子８０DO1-1と同様に構成されている。
【０１５０】
　具体的には、回折光学素子８０DO1-3は、第１コリメートレンズ７６LL1でコリメートさ
れた第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1を参照光とした場合、再生光が
１／４：１／４：１／２の割合（分光比）で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、
各々の光取り込み角θの範囲内に図２４に示すのと同様の輝光Ｂ1/4、Ｂ1/4、Ｂ1/2を再
生するホログラム光学素子として構成されている。
【０１５１】
　一方、第２回折光学素子８０DO2は、複数の回折光学素子８０DO2-1～８０DO2-3を含ん
でいる。
【０１５２】
　各々の回折光学素子８０DO2-1～８０DO2-3は、図２１（ａ）と同様に、第２コリメート
レンズ７６LL2でコリメートされた第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2

の光路（又は基準軸ＡＸ２）に沿って配置されていてもよいし、図２１（ｂ）と同様に、
回転板８６に固定された状態で配置されていてもよい。もちろん、これ以外の形態で配置
されていてもよい。
【０１５３】
　各々の回折光学素子８０DO2-1～８０DO2-3は、ソレノイド等のアクチュエータ（図示せ
ず）により、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートされた第２レーザー光源７４LL2
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からのレーザー光ＲａｙLL2の光路中又は光路外に配置される。
【０１５４】
　各々の回折光学素子８０DO2-1～８０DO2-3は、これが回転板８６に固定されている場合
、当該回転板８６がソレノイド等のアクチュエータ（図示せず）により回転・停止される
ことで、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートされた第２レーザー光源７４LL2から
のレーザー光ＲａｙLL2の光路中又は光路外に配置される。
【０１５５】
　各々の回折光学素子８０DO2-1～８０DO2-3は、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメ
ートされた第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2の光路中に配置された場
合、図２５に示すように、当該第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートされた第２レ
ーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2を、回折により相互に異なる割合（分光比
）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第１～第３集
光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させる。これを実現するため、各々
の回折光学素子８０DO2-1～８０DO2-3は、ホログラム光学素子（ＨＯＥ）として構成され
ている。もちろん、これに限らず、回折光学素子８０DO2-1～８０DO2-3は、ブレーズ型回
折光学素子（ＤＯＥ）として構成されていてもよい。
【０１５６】
　具体的には、次のように構成されている。
【０１５７】
　回折光学素子８０DO2-1は、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートされた第２レー
ザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2を、回折により１／３：１／３：１／３の割
合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
子として構成されている。
【０１５８】
　具体的には、回折光学素子８０DO2-1は、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートさ
れた第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2を参照光とした場合、再生光が
１／３：１／３：１／３の割合（分光比）で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、
各々の光取り込み角θの範囲内に図２６に示す輝光Ｂ1/3、Ｂ1/3、Ｂ1/3を再生するホロ
グラム光学素子として構成されている。
【０１５９】
　回折光学素子８０DO2-2は、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートされた第２レー
ザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2を、回折により１／２：１／４：１／４の割
合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
子として構成されている。すなわち、回折光学素子８０DO2-2は、分光比が相違する以外
、回折光学素子８０DO2-1と同様に構成されている。
【０１６０】
　具体的には、回折光学素子８０DO2-2は、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートさ
れた第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2を参照光とした場合、再生光が
１／２：１／４：１／４の割合（分光比）で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、
各々の光取り込み角θの範囲内に図２６に示すのと同様の輝光Ｂ1/2、Ｂ1/4、Ｂ1/4を再
生するホログラム光学素子として構成されている。
【０１６１】
　回折光学素子８０DO2-3は、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートされた第２レー
ザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2を、回折により１／４：１／４：１／２の割
合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
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子として構成されている。すなわち、回折光学素子８０DO2-3は、分光比が相違する以外
、回折光学素子８０DO1-1と同様に構成されている。
【０１６２】
　具体的には、回折光学素子８０DO2-3は、第２コリメートレンズ７６LL2でコリメートさ
れた第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2を参照光とした場合、再生光が
１／４：１／４：１／２の割合で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８H

otの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、各々の光取
り込み角θの範囲内に図２６に示すのと同様の輝光Ｂ1/4、Ｂ1/4、Ｂ1/2を再生するホロ
グラム光学素子として構成されている。
【０１６３】
　一方、第３回折光学素子８０DO3は、複数の回折光学素子８０DO3-1～８０DO3-3を含ん
でいる。
【０１６４】
　各々の回折光学素子８０DO3-1～８０DO3-3は、図２１（ａ）と同様に、第３コリメート
レンズ７６LL3でコリメートされた第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3

の光路（又は基準軸ＡＸ３）に沿って配置されていてもよいし、図２１（ｂ）と同様に、
回転板８６に固定された状態で配置されていてもよい。もちろん、これ以外の形態で配置
されていてもよい。
【０１６５】
　各々の回折光学素子８０DO3-1～８０DO3-3は、ソレノイド等のアクチュエータ（図示せ
ず）により、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートされた第３レーザー光源７４LL3

からのレーザー光ＲａｙLL3の光路中又は光路外に配置される。
【０１６６】
　各々の回折光学素子８０DO3-1～８０DO3-3は、これが回転板８６に固定されている場合
、当該回転板８６がソレノイド等のアクチュエータ（図示せず）により回転・停止される
ことで、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートされた第３レーザー光源７４LL3から
のレーザー光ＲａｙLL3の光路中又は光路外に配置される。
【０１６７】
　各々の回折光学素子８０DO3-1～８０DO3-3は、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメ
ートされた第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3の光路中に配置された場
合、図２７に示すように、当該第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートされた第３レ
ーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3を、回折により相互に異なる割合（分光比
）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第１～第３集
光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させる。これを実現するため、各々
の回折光学素子８０DO3-1～８０DO3-3は、ホログラム光学素子（ＨＯＥ）として構成され
ている。もちろん、これに限らず、回折光学素子８０DO3-1～８０DO3-3は、ブレーズ型回
折光学素子（ＤＯＥ）として構成されていてもよい。
【０１６８】
　具体的には、次のように構成されている。
【０１６９】
　回折光学素子８０DO3-1は、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートされた第３レー
ザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3を、回折により１／３：１／３：１／３の割
合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
子として構成されている。
【０１７０】
　具体的には、回折光学素子８０DO3-1は、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートさ
れた第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3を参照光とした場合、再生光が
１／３：１／３：１／３の割合（分光比）で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、
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各々の光取り込み角θの範囲内に図２８に示す輝光Ｂ1/3、Ｂ1/3、Ｂ1/3を再生するホロ
グラム光学素子として構成されている。
【０１７１】
　回折光学素子８０DO3-2は、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートされた第３レー
ザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3を、回折により１／２：１／４：１／４の割
合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
子として構成されている。すなわち、回折光学素子８０DO3-2は、分光比が相違する以外
、回折光学素子８０DO3-1と同様に構成されている。
【０１７２】
　具体的には、回折光学素子８０DO3-2は、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートさ
れた第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3を参照光とした場合、再生光が
１／２：１／４：１／４の割合（分光比）で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、
各々の光取り込み角θの範囲内に図２８に示すのと同様の輝光Ｂ1/2、Ｂ1/4、Ｂ1/4を再
生するホログラム光学素子として構成されている。
【０１７３】
　回折光学素子８０DO3-3は、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートされた第３レー
ザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3を、回折により１／４：１／４：１／２の割
合（分光比）で各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面（厳密には、第
１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot）に向けて偏向させるホログラム光学素
子として構成されている。すなわち、回折光学素子８０DO3-3は、分光比が相違する以外
、回折光学素子８０DO3-1と同様に構成されている。
【０１７４】
　具体的には、回折光学素子８０DO3-3は、第３コリメートレンズ７６LL3でコリメートさ
れた第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3を参照光とした場合、再生光が
１／４：１／４：１／２の割合（分光比）で各々の第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの光取り込み角θ（レンズ入射有効角）の範囲内に向かい（図２３参照）、
各々の光取り込み角θの範囲内に図２８に示すのと同様の輝光Ｂ1/4、Ｂ1/4、Ｂ1/2を再
生するホログラム光学素子として構成されている。
【０１７５】
　各々の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3、８０DO2-1～８０DO2-3、８０DO3-1～８０D

O3-3は、ＣＧＨ（Computer  Generated  Hologram：計算機合成ホログラム）によるホロ
グラム光学素子として、構成することができる。
【０１７６】
　ホログラム光学素子による再生の基本概念を説明する。図２９（ａ）は、ホログラム光
学素子による再生の基本概念を説明するための図である。
【０１７７】
　ホログラム光学素子８０は、コヒーレント性のレーザー光を参照光と再生予定光に分割
してホログラム基材に照射し、その干渉状態（ホログラムパターン）を基材上に記録して
作成する。このようにして作成したホログラム光学素子８０に、図２９に示すように、参
照光Ｒａｙ１だけを照射すると、参照光Ｒａｙ１はホログラムパターンによって干渉光と
して、再生予定光を生成する（再生光）。参照光Ｒａｙ１はホログラム光学素子８０の干
渉パターンと作用して再生光Ｒａｙ２となり出光点Ｐへ集光する。
【０１７８】
　ホログラム光学素子８０は、ＣＧＨによって製作することができる。ＣＧＨは、従来の
ホログラムのように、物体からの波面と参照波面とが作る干渉縞で物体の複素振幅分布を
記録することはせず、この過程を全て計算の手段におきかえた方法である。再生すべき物
体又は波面のデータをもとに、ホログラム面上に到達する波面を計算し、適当な表示装置
にホログラム原図を表示し、それを写真的に縮小したものをホログラムとする。したがっ
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て、原理的には数学的に記述できる物体であればいかなる波面でも、従来のホログラムで
は再生できない波面でも再生が可能である。
【０１７９】
　また、各々の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3、８０DO2-1～８０DO2-3、８０DO3-1

～８０DO3-3は、図２９（ｂ）に示すように、ブレーズ角θ１、θ２、θ３及びブレーズ
間隔ｄ１、ｄ２、ｄ３が設定されたブレーズ型回折光学素子として構成することもできる
。ブレーズ間隔及び／又はブレーズ面比を調整することで、各々のコリメートレンズ７６

LL1、７６LL2、７６LL3でコリメートされた各々のレーザー光源７４LL1、７４LL2、７４L

L3からのレーザー光ＲａｙLL1、ＲａｙLL2、ＲａｙLL3を所定の割合（分光比）で異なる
方向に偏向（分光）させることができる。
【０１８０】
　次に、上記構成の結合分配器７０の機能的構成について図面を参照しながら説明する。
【０１８１】
　図３０は、結合分配器７０の機能的構成を表す機能ブロック図である。
【０１８２】
　図３０に示すように、結合分配器７０は、その全体の動作を司るＣＰＵ８８を備えてい
る。ＣＰＵ８８には、バスを介して、ヘッドランプスイッチ９０、第１～第３回折光学素
子８０DO1～８０DO3に対応して設けられたソレノイド等の第１～第３アクチュエータ９２

DO1、９２DO2、９２DO3、第１～第３レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3（半導体レ
ーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）に対応して設けられ、各々のレーザー光源７４LL1、
７４LL2、７４LL3（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）に対して電流を供給す
る第１～第３ＬＤ点灯回路９４LL1、９４LL2、９４LL3、ナビゲーション装置９６、車速
センサ９８ａ、ワイパーセンサ９８ｂ、雰囲気明るさセンサ９８ｃ、第１～第３ＭＥＭＳ
電源回路６８Wide、６８Mid、６８Hot、ＣＰＵ８８が実行する各種プログラムが格納され
たプログラム格納部（図示せず）、作業領域等として用いられるＲＡＭ（図示せず）等が
接続されている。第１～第３アクチュエータ９２DO1、９２DO2、９２DO3は、本発明の「
レーザー光源ごとに、当該レーザー光源に対応する前記複数の回折光学素子のいずれかを
当該レーザー光源からのレーザー光の光路中に配置するアクチュエータ」に相当する。ナ
ビゲーション装置９６、車速センサ９８ａ、ワイパーセンサ９８ｂ、雰囲気明るさセンサ
９８ｃは、本発明の「車両に取り付けられたセンサ」に相当する。
【０１８３】
　次に、上記構成の結合分配器７０の動作について、図面を参照しながら説明する。
【０１８４】
　図３１は、結合分配器７０の基本動作を示すフローチャートである。
【０１８５】
　以下の処理は、ＣＰＵ８８がプログラム格納部からＲＡＭ等に読み込まれた所定プログ
ラムを実行することにより実現される。本処理は、本発明の光度変更手段に相当する。
【０１８６】
　まず、ヘッドランプスイッチ９０がオンされる（ステップＳ１０）と、配光設定情報が
読み込まれる（ステップＳ１２）。
【０１８７】
　配光設定情報は、配光設定が自動(AUTO)であることを示す情報又は手動(MANUAL)である
ことを示す情報で、運転者等が車室内に設けられた自動・手動切り替えスイッチ等を操作
することで、ＣＰＵ８８に接続された記憶装置（図示せず）等に格納される。
【０１８８】
　次に、各々のＬＤ点灯回路９４LL1、９４LL2、９４LL3がＣＰＵ８８からの指示に従い
、第１～第３レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL

2、ＬＤLL3）それぞれが予め定められたレーザー光出力（例えば、フル出力）となるよう
に制御する（ステップＳ１４）。
【０１８９】
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　次に、配光設定情報として、手動(MANUAL)であることを示す情報が格納されていると判
定された場合（ステップＳ１６：MANUAL）、手動で選択された配光に応じて「ｈｏｔ重視
配光処理」（ステップＳ１８）、「ｈｏｔ明るめ配光処理」（ステップＳ２０）、「基準
配光処理」（ステップＳ２２）、「ｗｉｄｅ明るめ配光処理」（ステップＳ２４）、「ｗ
ｉｄｅ重視配光処理」（ステップＳ２６）が実行される。「ｈｏｔ重視配光」、「ｈｏｔ
明るめ配光」、「基準配光」、「ｗｉｄｅ明るめ配光」、「ｗｉｄｅ重視配光」は、本発
明の「予め定められた複数の配光」に相当する。
【０１９０】
　手動で選択された配光が何であるかは、例えば、配光識別フラグに基づき判定すること
ができる。
【０１９１】
　例えば、運転者等が車室内に設けられた配光選択スイッチ等を手動操作し、「ｈｏｔホ
ット重視配光」を選択することで、配光識別フラグに、手動で選択された配光が「ｈｏｔ
重視配光」であることを示す情報（例えば「Ｌ１」）が設定されたとする。
【０１９２】
　この場合、当該配光識別フラグに基づき、手動で選択された配光が「ｈｏｔ重視配光」
であると判定され（ステップＳ１６：Ｌ１）、「ｈｏｔ重視配光処理」（ステップＳ１８
）が実行される。
【０１９３】
　この「ｈｏｔ重視配光処理」（ステップＳ１８）では、各々のアクチュエータ９２DO1

、９２DO2、９２DO3が、ホット用の光ファイバ３６Hot（出射端面）から出射するレーザ
ー光の出力が相対的に高くなるように、各々のレーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3

（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）からのレーザー光の光路中に配置される
回折光学素子を切り替える。
【０１９４】
　具体的には、各々のアクチュエータ９２DO1、９２DO2、９２DO3は、ＣＰＵ８８からの
指示に従い、回折光学素子８０DO1-3、８０DO2-3、８０DO3-3を、それぞれ、第１レーザ
ー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1の光路中、第２レーザー光源７４LL2からのレ
ーザー光ＲａｙLL2の光路中、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3の光
路中に配置する（図３２（ａ）中の「Ｌ１：ｈｏｔ重視」の行参照）。
【０１９５】
　これにより、各々のレーザー光源７４LL1～７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL1～Ｒａ
ｙLL3が、図３２（ｂ）中の「Ｌ１　ｈｏｔ重視」の行に示す各々の分光比で分光される
。
【０１９６】
　例えば、第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1が回折光学素子８０DO1-

3での回折により１／４：１／４：１／２の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０１９７】
　同様に、第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2が回折光学素子８０DO2-

3での回折により１／４：１／４：１／２の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０１９８】
　同様に、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3が回折光学素子８０DO3-

3での回折により１／４：１／４：１／２の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０１９９】
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　そして、以上のように各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射
したレーザー光は、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotにより灯具ユニット４
０まで伝搬されて、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射
し、図２（ａ）に示す走行ビーム用配光パターンＰHiの形成に用いられる。
【０２００】
　すなわち、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射したレ
ーザー光は、各々の偏光器２０１Wide、２０１Mid、２０１Hotによって水平方向及び垂直
方向に二次元的に走査されて、各々の走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHotに第１～第３光度分
布を形成する。そして、この波長変換部材１８（各々の走査領域ＡWide、ＡMid、ＡHot）
に形成された第１～第３光度分布が投影レンズ２０によって前方に投影されることで、仮
想鉛直スクリーン上に、各部分配光パターンＰHi_Hot、ＰHi_Mid、ＰHi_Wideが重畳され
た走行ビーム用配光パターンＰHiが形成される。
【０２０１】
　その際、ワイド用の光ファイバ３６Wide（出射端面）、ミドル用の光ファイバ３６Mid

（出射端面）、ホット用の光ファイバ３６Hot（出射端面）それぞれからの出力比は、３
／４：３／４：３／２の関係となる（図３２（ｂ）参照）。すなわち、ホット用の光ファ
イバ３６Hot（出射端面）から出射するレーザー光の出力が相対的に高くなる（フル出力
の３／２）。その結果、ホット用の部分配光パターンＰHi_Hotの光度が変更され、走行ビ
ーム用配光パターンＰHiは、当該ホット用の部分配光パターンＰHi_Hotが明るいホット重
視のものとなる。すなわち、走行ビーム用配光パターンＰHiを、車両周囲の状況に応じた
（すなわち、走行環境に適した）ものとすることができる。
【０２０２】
　また例えば、運転者等が車室内に設けられた配光選択スイッチ等を手動操作し、「ｈｏ
ｔ明るめ配光」を選択することで、配光識別フラグに、手動で選択された配光が「ｈｏｔ
明るめ配光」であることを示す情報（例えば「Ｌ２」）が設定されたとする。
【０２０３】
　この場合、当該配光識別フラグに基づき、手動で選択された配光が「ｈｏｔ明るめ配光
」であると判定され（ステップＳ１６：Ｌ２）、「ｈｏｔ明るめ配光処理」（ステップＳ
２０）が実行される。
【０２０４】
　この「ｈｏｔ明るめ配光処理」（ステップＳ２０）では、各々のアクチュエータ９２DO

1、９２DO2、９２DO3が、ホット用の光ファイバ３６Hot（出射端面）から出射するレーザ
ー光の出力が相対的に高くなるように、各々のレーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3

（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）からのレーザー光の光路中に配置される
回折光学素子を切り替える。
【０２０５】
　具体的には、各々のアクチュエータ９２DO1、９２DO2、９２DO3は、ＣＰＵ８８からの
指示に従い、回折光学素子８０DO1-3、８０DO2-1、８０DO3-1を、それぞれ、第１レーザ
ー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1の光路中、第２レーザー光源７４LL2からのレ
ーザー光ＲａｙLL2の光路中、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3の光
路中に配置する（図３２（ａ）中の「Ｌ２：ｈｏｔ明るめ」の行参照）。
【０２０６】
　これにより、各々のレーザー光源７４LL1～７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL1～Ｒａ
ｙLL3が、図３２（ｂ）中の「Ｌ２　ｈｏｔ明るめ」の行に示す各々の分光比で分光され
る。
【０２０７】
　例えば、第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1が回折光学素子８０DO1-

3での回折により１／４：１／４：１／２の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
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【０２０８】
　同様に、第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2が回折光学素子８０DO2-

1での回折により１／３：１／３：１／３の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２０９】
　同様に、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3が回折光学素子８０DO3-

1での回折により１／３：１／３：１／３の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２１０】
　そして、以上のように各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射
したレーザー光は、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotにより灯具ユニット４
０まで伝搬されて、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射
し、図２（ａ）に示す走行ビーム用配光パターンＰHiの形成に用いられる。
【０２１１】
　その際、ワイド用の光ファイバ３６Wide（出射端面）、ミドル用の光ファイバ３６Mid

（出射端面）、ホット用の光ファイバ３６Hot（出射端面）それぞれからの出力比は、１
１／１２：１１／１２：７／６の関係となる（図３２（ｂ）参照）。すなわち、ホット用
の光ファイバ３６Hot（出射端面）から出射するレーザー光の出力が相対的に高くなる（
フル出力の７／６）。その結果、ホット用の部分配光パターンＰHi_Hotの光度が変更され
、走行ビーム用配光パターンＰHiは、当該ホット用の部分配光パターンＰHi_Hotがやや明
るいホット明るめのものとなる。すなわち、走行ビーム用配光パターンＰHiを、車両周囲
の状況に応じた（すなわち、走行環境に適した）ものとすることができる。
【０２１２】
　また例えば、運転者等が車室内に設けられた配光選択スイッチ等を手動操作し、「基準
配光」を選択することで、配光識別フラグに、手動で選択された配光が「基準配光」であ
ることを示す情報（例えば「Ｌ３」）が設定されたとする。
【０２１３】
　この場合、当該配光識別フラグに基づき、手動で選択された配光が「基準配光」である
と判定され（ステップＳ１６：Ｌ３）、「基準配光処理」（ステップＳ２２）が実行され
る。
【０２１４】
　この「基準配光処理」（ステップＳ２２）では、各々のアクチュエータ９２DO1、９２D

O2、９２DO3が、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射す
るレーザー光の出力が均等となるように、各々のレーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL

3（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）からのレーザー光の光路中に配置される
回折光学素子を切り替える。
【０２１５】
　具体的には、各々のアクチュエータ９２DO1、９２DO2、９２DO3は、ＣＰＵ８８からの
指示に従い、回折光学素子８０DO1-1、８０DO2-1、８０DO3-1を、それぞれ、第１レーザ
ー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1の光路中、第２レーザー光源７４LL2からのレ
ーザー光ＲａｙLL2の光路中、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3の光
路中に配置する（図３２（ａ）中の「Ｌ３：基準」の行参照）。
【０２１６】
　これにより、各々のレーザー光源７４LL1～７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL1～Ｒａ
ｙLL3が、図３２（ｂ）中の「Ｌ３　基準」の行に示す各々の分光比で分光される。
【０２１７】
　例えば、第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1が回折光学素子８０DO1-

1での回折により１／３：１／３：１／３の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
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７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２１８】
　同様に、第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2が回折光学素子８０DO2-

1での回折により１／３：１／３：１／３の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２１９】
　同様に、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3が回折光学素子８０DO3-

1での回折により１／３：１／３：１／３の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２２０】
　そして、以上のように各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射
したレーザー光は、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotにより灯具ユニット４
０まで伝搬されて、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射
し、図２（ａ）に示す走行ビーム用配光パターンＰHiの形成に用いられる。
【０２２１】
　その際、ワイド用の光ファイバ３６Wide（出射端面）、ミドル用の光ファイバ３６Mid

（出射端面）、ホット用の光ファイバ３６Hot（出射端面）それぞれからの出力比は、３
／３：３／３：３／３の関係となる（図３２（ｂ）参照）。すなわち、各々の光ファイバ
３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射するレーザー光の出力が均等となる。
その結果、ホット用の部分配光パターンＰHi_Hot等の光度が変更される。すなわち、走行
ビーム用配光パターンＰHiを、車両周囲の状況に応じた（すなわち、走行環境に適した）
ものとすることができる。
【０２２２】
　また例えば、運転者等が車室内に設けられた配光選択スイッチ等を手動操作し、「ｗｉ
ｄｅ明るめ配光」を選択することで、配光識別フラグに、手動で選択された配光が「ｗｉ
ｄｅ明るめ配光」であることを示す情報（例えば「Ｌ４」）が設定されたとする。
【０２２３】
　この場合、当該配光識別フラグに基づき、手動で選択された配光が「ｗｉｄｅ明るめ配
光」であると判定され（ステップＳ１６：Ｌ４）、「ｗｉｄｅ明るめ配光処理」（ステッ
プＳ２４）が実行される。
【０２２４】
　この「ｗｉｄｅ明るめ配光処理」（ステップＳ２４）では、各々のアクチュエータ９２

DO1、９２DO2、９２DO3が、ワイド用の光ファイバ３６Wide（出射端面）から出射するレ
ーザー光の出力が相対的に高くなるように、各々のレーザー光源７４LL1、７４LL2、７４

LL3（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）からのレーザー光の光路中に配置され
る回折光学素子を切り替える。
【０２２５】
　具体的には、各々のアクチュエータ９２DO1、９２DO2、９２DO3は、ＣＰＵ８８からの
指示に従い、回折光学素子８０DO1-2、８０DO2-1、８０DO3-1を、それぞれ、第１レーザ
ー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1の光路中、第２レーザー光源７４LL2からのレ
ーザー光ＲａｙLL2の光路中、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3の光
路中に配置する（図３２（ａ）中の「Ｌ４：ｗｉｄｅ明るめ」の行参照）。
【０２２６】
　これにより、各々のレーザー光源７４LL1～７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL1～Ｒａ
ｙLL3が、図３２（ｂ）中の「Ｌ４　ｗｉｄｅ明るめ」の行に示す各々の分光比で分光さ
れる。
【０２２７】
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　例えば、第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1が回折光学素子８０DO1-

2での回折により１／２：１／４：１／４の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２２８】
　同様に、第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2が回折光学素子８０DO2-

1での回折により１／３：１／３：１／３の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２２９】
　同様に、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3が回折光学素子８０DO3-

1での回折により１／３：１／３：１／３の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２３０】
　そして、以上のように各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射
したレーザー光は、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotにより灯具ユニット４
０まで伝搬されて、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射
し、図２（ａ）に示す走行ビーム用配光パターンＰHiの形成に用いられる。
【０２３１】
　その際、ワイド用の光ファイバ３６Wide（出射端面）、ミドル用の光ファイバ３６Mid

（出射端面）、ホット用の光ファイバ３６Hot（出射端面）それぞれからの出力比は、７
／６：１１／１２：１１／１２の関係となる（図３２（ｂ）参照）。すなわち、ワイド用
の光ファイバ３６Wideの出射端部（出射端面）から出射するレーザー光の出力が相対的に
高くなる（フル出力の７／６）。その結果、ワイド用の部分配光パターンＰHi_Wideの光
度が変更され、走行ビーム用配光パターンＰHiは、当該ワイド用の部分配光パターンＰHi

_Wideがやや明るいワイド明るめのものとなる。すなわち、走行ビーム用配光パターンＰH

iを、車両周囲の状況に応じた（すなわち、走行環境に適した）ものとすることができる
。
【０２３２】
　また例えば、運転者等が車室内に設けられた配光選択スイッチ等を手動操作し、「ｗｉ
ｄｅ重視配光」を選択することで、配光識別フラグに、手動で選択された配光が「ｗｉｄ
ｅ重視配光」であることを示す情報（例えば「Ｌ５」）が設定されたとする。
【０２３３】
　この場合、当該配光識別フラグに基づき、手動で選択された配光が「ｗｉｄｅ重視配光
」であると判定され（ステップＳ１６：Ｌ５）、「ｗｉｄｅ重視配光処理」（ステップＳ
２６）が実行される。
【０２３４】
　この「ｗｉｄｅ重視配光処理」（ステップＳ２６）では、各々のアクチュエータ９２DO

1、９２DO2、９２DO3が、ワイド用の光ファイバ３６Wide（出射端面）から出射するレー
ザー光の出力が相対的に高くなるように、各々のレーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL

3（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）からのレーザー光の光路中に配置される
回折光学素子を切り替える。
【０２３５】
　具体的には、各々のアクチュエータ９２DO1、９２DO2、９２DO3は、ＣＰＵ８８からの
指示に従い、回折光学素子８０DO1-2、８０DO2-2、８０DO3-2を、それぞれ、第１レーザ
ー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1の光路中、第２レーザー光源７４LL2からのレ
ーザー光ＲａｙLL2の光路中、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3の光
路中に配置する（図３２（ａ）中の「Ｌ５：ｗｉｄｅ重視」の行参照）。
【０２３６】
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　これにより、各々のレーザー光源７４LL1～７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL1～Ｒａ
ｙLL3が、図３２（ｂ）中の「Ｌ５　ｗｉｄｅ重視」の行に示す各々の分光比で分光され
る。
【０２３７】
　例えば、第１レーザー光源７４LL1からのレーザー光ＲａｙLL1が回折光学素子８０DO1-

2での回折により１／２：１／４：１／４の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２３８】
　同様に、第２レーザー光源７４LL2からのレーザー光ＲａｙLL2が回折光学素子８０DO2-

2での回折により１／２：１／４：１／４の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２３９】
　同様に、第３レーザー光源７４LL3からのレーザー光ＲａｙLL3が回折光学素子８０DO3-

2での回折により１／２：１／４：１／４の割合で各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、
７８Hotに向かい、各々の集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotで集光されて各々の光
ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射する。
【０２４０】
　そして、以上のように各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotの入射端面に入射
したレーザー光は、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotにより灯具ユニット４
０まで伝搬されて、各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hot（出射端面）から出射
し、図２（ａ）に示す走行ビーム用配光パターンＰHiの形成に用いられる。
【０２４１】
　その際、ワイド用の光ファイバ３６Wide（出射端面）、ミドル用の光ファイバ３６Mid

（出射端面）、ホット用の光ファイバ３６Hot（出射端面）それぞれからの出力比は、３
／２：３／４：３／４の関係となる（図３２（ｂ）参照）。すなわち、ワイド用の光ファ
イバ３６Wideの出射端部（出射端面）から出射するレーザー光の出力が相対的に高くなる
（フル出力の３／２）。その結果、ワイド用の部分配光パターンＰHi_Wideの光度が変更
され、走行ビーム用配光パターンＰHiは、当該ワイド用の部分配光パターンＰHi_Wideが
明るいワイド重視のものとなる。すなわち、走行ビーム用配光パターンＰHiを、車両周囲
の状況に応じた（すなわち、走行環境に適した）ものとすることができる。
【０２４２】
　一方、ステップＳ１６で、配光設定情報として、自動(AUTO)であることを示す情報が格
納されていると判定された場合（ステップＳ１６：AUTO）、ＡＵＴＯ制御配光処理（ステ
ップＳ２８）が実行される。
【０２４３】
　ＡＵＴＯ制御配光処理（ステップＳ２８）では、まず、ナビゲーション装置９６からナ
ビ情報が、車速センサ９８ａから車速情報が、ワイパーセンサ９８ｂからワイパー情報が
、雰囲気明るさセンサ９８ｃから周囲の明るさ情報が、それぞれ読み込まれる。
【０２４４】
　そして、これらの情報に基づき、自動で配光が選択され、当該自動で選択された配光に
応じて「ｈｏｔ重視配光処理」（ステップＳ１８）、「ｈｏｔ明るめ配光処理」（ステッ
プＳ２０）、「基準配光処理」（ステップＳ２２）、「ｗｉｄｅ明るめ配光処理」（ステ
ップＳ２４）、「ｗｉｄｅ重視配光処理」（ステップＳ２６）が実行される。
【０２４５】
　例えば、ナビゲーション装置９６からのナビ情報に基づき、車両用灯具１００が搭載さ
れた自車両が現在高速（道路）走行中と判定された場合、自動で「ｈｏｔ重視配光」が選
択され、「ｈｏｔ重視配光処理」（ステップＳ１８）が実行される。
【０２４６】
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　また例えば、ナビゲーション装置９６からのナビ情報に基づき、車両用灯具１００が搭
載された自車両が現在市街地（道路）走行中と判定された場合、自動で「基準配光」が選
択され、「基準配光処理」（ステップＳ２２）が実行される。
【０２４７】
　また例えば、ナビゲーション装置９６からのナビ情報に基づき、車両用灯具１００が搭
載された自車両が現在悪路（道路）走行中と判定された場合、自動で「ｗｉｄｅ重視配光
」が選択され、「ｗｉｄｅ重視配光処理」（ステップＳ２６）が実行される。
【０２４８】
　これ以外に、車速センサ９８ａからの車速情報、ワイパーセンサ９８ｂからのワイパー
情報、雰囲気明るさセンサ９８ｃからの周囲の明るさ情報等に基づき、車両用灯具１００
が搭載された自車両周囲の状況を判定し、当該判定された状況に応じて「ｈｏｔ重視配光
処理」（ステップＳ１８）、「ｈｏｔ明るめ配光処理」（ステップＳ２０）、「基準配光
処理」（ステップＳ２２）、「ｗｉｄｅ明るめ配光処理」（ステップＳ２４）又は「ｗｉ
ｄｅ重視配光処理」（ステップＳ２６）を実行してもよい。
【０２４９】
　上記ステップＳ１２～Ｓ２８の処理は、ヘッドランプスイッチ９０がオフされる（ステ
ップＳ３０：ＳＷ＝ＯＦＦ）まで繰り返し実行される。そして、ヘッドランプスイッチ９
０がオフされた場合（ステップＳ３０：ＳＷ＝ＯＦＦ）、各々のレーザー光源７４LL1～
７４LL3（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）の発振が停止され（ステップＳ３
２）て各処理を終了する。
【０２５０】
　次に、第１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotの具体例について説明する。
【０２５１】
　図３３（ａ）は、各々の回折光学素子８０DO1-1～８０DO1-3、８０DO2-1～８０DO2-3、
８０DO3-1～８０DO3-3で分光された各々のレーザー光を、各々の光ファイバ３６Wide、３
６Mid、３６Hotにロスなく入射させることができる第１～第３集光レンズ７８Wide、７８

Mid、７８Hotの具体例（非球面レンズ）である。図３３（ａ）中の第１～第３集光レンズ
７８Wide、７８Mid、７８Hot（入射面及び出射面）は、次の式で表される非球面である。
【０２５２】
【数１】

【０２５３】
　すなわち、第１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hot（非球面レンズ）の断面
カーブはレンズ中心線からレンズ外周方向に距離ｘだけ離れたときのサグ値で規定するこ
とができる。
【０２５４】
　サグ値Ｓａｇ（ｘ）は、レンズ光軸中心線から距離ｘのときのレンズトップからの距離
を表す。また、ｒは曲率半径（ｃ=0とした時の曲率半径）、ｃは非球面係数を表す。
【０２５５】
　図３３（ｂ）は第１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotに、その光軸に対し
て平行な光線が入射した場合に、当該光線が集光されて、光ファイバの入射面に入射する
様子を表した図、図３３（ｃ）は第１～第３集光レンズ７８Wide、７８Mid、７８Hotに、
その光軸に対して１０°傾いた光線が入射した場合に、当該光線が集光されて、光ファイ
バの入射面に入射する様子を表した図である。
【０２５６】



(33) JP 2016-24929 A 2016.2.8

10

20

30

40

50

　なお、図３３（ａ）から図３３（ｃ）中の各々の光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６H

otは、直径1mm、NA>0.82である。
【０２５７】
　以上説明したように、本実施形態によれば、各部分配光パターンＰHi_Wide、ＰHi_Mid

、ＰHi_Hot（又は各部分配光パターンＰLo_Wide、ＰLo_Mid、ＰLo_Hot）が重畳された走
行ビーム用配光パターンＰHi（又はすれ違いビーム用配光パターンＰLo）を形成するよう
に構成された車両用灯具において、少なくとも一つの部分配光パターン（例えばホット用
の部分配光パターンＰHi_Hot）の光度を変更することができる。その結果、走行ビーム用
配光パターンＰHi（又はすれ違いビーム用配光パターンＰLo）を、車両周囲の状況に応じ
た（すなわち、走行環境に適した）ものとすることができる。
【０２５８】
　これは、部分配光パターンＰHi_Wide、ＰHi_Mid、ＰHi_Hot（又は各部分配光パターン
ＰLo_Wide、ＰLo_Mid、ＰLo_Hot）のうち少なくとも一つの部分配光パターン（例えばホ
ット用の部分配光パターンＰHi_Hot）の光度を変更する光度変更手段（図３１参照）を備
えたことによるものである。
【０２５９】
　具体的には、光ファイバ３６Wide、３６Mid、３６Hotのうち少なくとも一つの光ファイ
バ（例えばホット用の光ファイバ３６Hot）の出射端面から出射するレーザー光の出力が
相対的に高くなるように、レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3ごとに、当該レーザ
ー光源からのレーザー光の光路中に配置される回折光学素子が切り替えられること、そし
て、その出力が相対的に高くなったレーザー光で特定の部分配光パターン（例えばホット
用の部分配光パターンＰHi_Hot）が形成されること、によるものである。
【０２６０】
　また、本実施形態によれば、各々のレーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3（半導体
レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、ＬＤLL3）のレーザー光出力を変更することなく、すなわち
、各々のレーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3（半導体レーザーＬＤLL1、ＬＤLL2、
ＬＤLL3）のレーザー光出力を一定に保ったまま、少なくとも一つの部分配光パターン（
例えばホット用の部分配光パターンＰHi_Hot）の光度を変更することができる。
【０２６１】
　これは、レーザー光源７４LL1、７４LL2、７４LL3ごとに、当該レーザー光源からのレ
ーザー光の光路中に配置される回折光学素子を切り替えることで、特定の部分配光パター
ン（例えばホット用の部分配光パターンＰHi_Hot）の光度が変更されることによるもので
ある。
【０２６２】
　また、本実施形態によれば、手動又は自動で、走行ビーム用配光パターンＰHi（又はす
れ違いビーム用配光パターンＰLo）を、車両周囲の状況に応じた（すなわち、走行環境に
適した）ものとすることができる。
【０２６３】
　次に、上記実施形態の車両用灯具１００の変形例である車両用灯具１００Ａについて説
明する。
【０２６４】
　図３４は、変形例である車両用灯具１００Ａの概略構成図である。
【０２６５】
　本変形例の車両用灯具１００Ａは、上記実施形態の車両用灯具１００を構成する灯具ユ
ニット４０を、灯具ユニット４０Wide、４０Mid、４０Hotで置き換えたものに相当する。
それ以外、上記実施形態の車両用灯具１００と同様の構成である。
【０２６６】
　本変形例の灯具ユニット４０Wide、４０Mid、４０Hotは、プロジェクタ型の灯具ユニッ
トであってもよいし、リフレクタ型の灯具ユニットであってもよいし、ダイレクトプロジ
ェクション型（直射型とも称される）の灯具ユニットであってもよいし、それ以外の形態
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の灯具ユニットであってもよい。
【０２６７】
　灯具ユニット４０Wide、４０Mid、４０Hotには、それぞれ、光ファイバ３６Wide、３６

Mid、３６Hotの出射端部が取り付けられている。
【０２６８】
　ワイド用の灯具ユニット４０Wideは、ワイド用の光ファイバ３６Wideにより伝搬される
レーザー光を用いて、図２（ａ）に示すワイド用の部分配光パターンＰHi_Wideを形成す
る。具体的には、ワイド用の灯具ユニット４０Wideは、ワイド用の光ファイバ３６Wideに
より伝搬されるレーザー光により励起発光する蛍光体、及び、当該蛍光体からの光を前方
に照射して、図２（ａ）に示すワイド用の部分配光パターンＰHi_Wideを形成するように
構成された光学系（レンズ及び／又は反射鏡等）を備えている。
【０２６９】
　同様に、ミドル用の灯具ユニット４０Midは、ミドル用の光ファイバ３６Midにより伝搬
されるレーザー光を用いて、図２（ａ）に示すミドル用の部分配光パターンＰHi_Midを形
成する。具体的には、ミドル用の灯具ユニット４０Midは、ミドル用の光ファイバ３６Mid

により伝搬されるレーザー光により励起発光する蛍光体、及び、当該蛍光体からの光を前
方に照射して、図２（ａ）に示すミドル用の部分配光パターンＰHi_Midを形成するように
構成された光学系（レンズ及び／又は反射鏡等）を備えている。
【０２７０】
　同様に、ホット用の灯具ユニット４０Hotは、ホット用の光ファイバ３６Hotにより伝搬
されるレーザー光を用いて、図２（ａ）に示すホット用の部分配光パターンＰHi_Hotを形
成する。具体的には、ホット用の灯具ユニット４０Hotは、ホット用の光ファイバ３６Hot

により伝搬されるレーザー光により励起発光する蛍光体、及び、当該蛍光体からの光を前
方に照射して、図２（ａ）に示すホット用の部分配光パターンＰHi_Hotを形成するように
構成された光学系（レンズ及び／又は反射鏡等）を備えている。
【０２７１】
　本変形例によっても、図３１に示したのと同様の処理を実行することで、上記実施形態
と同様の効果を奏することができる。
【０２７２】
　上記実施形態及び各変形例で示した各数値は全て例示であり、これと異なる適宜の数値
を用いることができる。
【０２７３】
　上記実施形態はあらゆる点で単なる例示にすぎない。これらの記載によって本発明は限
定的に解釈されるものではない。本発明はその精神または主要な特徴から逸脱することな
く他の様々な形で実施することができる。
【符号の説明】
【０２７４】
　１２…エクステンション、１４…集光レンズ、１６…アウターレンズ、１８…波長変換
部材、２０…投影レンズ、２２…ハウジング、２４…灯室、３０…筐体、３６Hot、３６M

id、３６Wide…光ファイバ、４０、４０Hot、４０Mid、４０Wide…灯具ユニット、４６…
光ファイバ保持部、４８…筒部、５０Ｄ、５０Ｌ、５０Ｕ…延長部、５２…蛍光体保持部
、５２ａ…開口、５４…放熱部、５６…レンズホルダ、５８…光偏光器保持部、５８Ｄ…
下面、５８Ｌ…左面、５８Ｒ…右面、５８Ｕ…上面、６６…レンズ、６８Hot、６８Mid、
６８Wide…ＭＥＭＳ電源回路、７０…結合分配器、７４LL1、７４LL2、７４LL3…レーザ
ー光源、７６LL1、７６LL2、７６LL3…コリメートレンズ、８０DO1（８０DO1-1～８０DO1

-3）、８０DO2（８０DO2-1～８０DO2-3）、８０DO3（８０DO3-1～８０DO3-3）…回折光学
素子、１００、１００Ａ…車両用灯具
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